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６．次代に繋げる組織づくり事業の調査・研究・実践 事業計画(案) 
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一般社団法人尾道青年会議所 

２０２１年度 第１２回理事会 
日時：２０２１年１２月６日（月）１９：００～ 

場所：尾道国際ホテル 

 

次   第 
 

１． 開  会 

２． 点  鐘 

３． ＪＣＩクリード唱和 

４． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 

５． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

６． 出席者の確認 

７． 配布資料の確認 

８． 議事録署名人並びに議事録作成者の指名 

９． 議題の確認 

１０． 理事長挨拶 

１１． 直前理事長挨拶 

１２． 理事長報告 

１３． 委員会報告 

１４． 審議事項 

     第 １号議案 会員拡大の調査・研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ２号議案 夏期講習 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ３号議案 １０月例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ４号議案 活気溢れるまちづくり事業の調査・研究・実践 事業報告(案)決算(案)に関する件 

第 ５号議案 災害に強いまちづくり事業の調査・研究・実践 事業報告(案)決算(案)に関する件 

第 ６号議案 次代に繋げる組織づくり事業の調査・研究・実践 事業計画(案)修正予算(案) 

に関する件 

第 ７号議案 次代に繋げる組織づくり事業の調査・研究・実践 事業報告(案)決算(案) 

に関する件 

第 ８号議案 次世代育成事業の調査・研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ９号議案 卒業例会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

      第１０号議案 一般社団法人 尾道青年会議所 ２０２２年度 役員承認に関する件 

第１１号議案 一般社団法人 尾道青年会議所 ２０２２年度 委員会事業計画（案）並びに予算（案）

に関する件 



第１２号議案 一般社団法人 尾道青年会議所 ２０２２年度 一般収支予算（案）に関する件 

第１３号議案 一般社団法人 尾道青年会議所 ２０２２年度 特別会員への入会（案）に関する件 

第１４号議案 例会・総会の設営及び運営【１月例会開始時間の変更】事業計画（案）に関する件 

第１５号議案 新年例会 事業計画（案）に関する件 

第１６号議案 その他 

１５． 協議事項 

１６． 報告依頼事項 

１７． 連絡事項 

１８. 監事講評 

１９． 次回開催日の確認 

２０. 点  鍾 

２１． 閉  会 



 

理事長報告 

１１月 ８日（月） 第１１回理事会         於：尾道国際ホテル 

１１月１６日（木） １１月例会           於：ＷＥＢ 

１１月２３日（火） 会員会議所会議         於：グランラセーレ東広島 

１１月２６日（金） 第１１回正副理事長会議     於：事務局 

１１月２７日（土） 秋季ゴルフ大会（追い出しコンペ）於：尾道うずしおカントリ－クラブ 

１１月３０日（火） 特別合同委員会         於：尾道市役所 2階 多目的スペース 

１２月 ３日（金）  シニアクラブ総会         於：西山別館 

１２月 ５日（日） クリスマス会          於：グリーンヒルホテル尾道 

１２月 ６日（月） 第１２回理事会         於：尾道国際ホテル 

 

事務局連絡 

１２月１５日（水） 卒業例会            於：尾道国際ホテル 

１２月２７日（月） 第１２回正副理事長会議     於：事務局 

上程締切 １２月２０日（月）１７：００まで 



11月12日 OB企業 お礼回り

11月16日

11月10日 尾道市内 お礼回り、ポスター回収

お礼回り

佐藤工務店 本事業について

11月15日 ひまわり認定こども園 本事業について

OB企業 本事業について

11月11日 OB企業

事務局 クリスマス会について

尾道国際ホテル 卒業例会についてリハーサル

本事業について

本事業について

11月15日

啓文社

11月8日

11月17日

11月19日 しんでん 本事業について

11月9日 尾道市内 お礼回り

11月15日

12月1日

クリスマス会について

11月12日

グリーンヒルホテル尾道

ドンキホーテ

11月11日

11月22日

卒業例会について

卒業例会について

オンライン 11月例会について

事務局

びんご運動公園

クリスマス会について

11月例会について

11月25日

12月2日

事務局

事務局

総務広報委員会

 社会開発委員会

 地域教育実践委員会

組織活性化委員会

拡大研修委員会

11月12日

11月12日

11月29日

本事業について

福岡

11月18日

11月9日

しんでん

事業報告について

11月16日

11月6日 かもめや 事業報告について

委 員 会 名 日時 場　所

未来ビジョン委員会

OB企業

11月18日 OB企業 お礼回り

お礼回り

委 員 会 報 告

11月10日 とりのいっとく

議　　題

　期間　2021年11月6日～2021年12月2日

本事業について

お礼まわり、パネル回収

本事業について

尾道造船

しんでん



一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 

審議事項 

                                                      委員会名：拡大研修委員会 

                                                      委員長名：吉田 嵩正 

  

（１）議案名   会員拡大の調査・研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名   拡大会議 テーマ「集まれ尾道ＪＣ！全集中で挑む拡大活動！」 

 

（３）事業実施に至る背景 

    全国的に会員数減少の勢いが止まらず、大きな問題とされています。尾道青年会議所も同様です

が、２０２１年度含め３年間で卒業予定者が３６名と在籍会員の半数を超える状況にあります。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）全員が拡大目標達成を目指し、拡大活動に関われる環境作りと情報共有を徹底して 

行うことでより多くの会員獲得を目的とします。 

 

（５）実施日時  ２０２１年 ２月 ３日（水）～ ７月 ２日（金） 

 

（６）場  所  ベイタウン尾道 

 

（７）参加人員   内部 ６５名     外部 名     計 ６５名 

             （内部内訳：） 

（８）外部協力者 

 

（９）事業の目的は達したか？ 

     本年度は｢全体拡大｣と｢拡大活動の情報共有｣に重点を置いて拡大活動に取り組みました。目標

には及びませんでしたが、一度でもメンバーが拡大活動に関わった割合が前年度３３％に対し、

本年度は６６％と大きく改善することができました。メンバーが拡大状況を把握し、目標に向け

て取り組む環境を作れたと考えます。 

昨年以上に新型コロナウイルスが猛威を振るい、拡大活動にも大きな影響を及ぼしましたが、

仮入会期限を延長するなどの配慮をして頂き、６名の新入会員を迎えることができました。また、

次年度入会予定者を２名引き継いでおります。よって本目的は達成されたと考えます。 

 

（10）実施上の問題点 

    本年度は、新型コロナウイルスの影響により会自体の活動が止まることもあり、拡大活動にも大

きな影響を及ぼしました。イベントや事業が中止となり、現役メンバーとの交流機会が例年より少

なく、異業種交流会は実施できませんでした。また、例年では拡大対象者と飲みながら入会を促し

ておりましたが、本年度は喫茶店や会社での面談が中心となりました。現段階では新型コロナウイ

ルスは減少傾向にありますが、来年度は拡大活動が難しい状況を想定した対応策を考えておく必要
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があります。１１月例会では｢オンラインコミュニケーション｣を題材として、メールでのポスティ

ングやＺＯＯＭでの面談などの｢オンライン｣の活用を提案させて頂きました。既存の拡大手法に満

足せず、アップデートしていく姿勢が重要です。 

    また、拡大レースでは昨年と同じ配点にしていましたが、本年度は拡大活動に多数のメンバーに

関わって頂いたことでバランスの悪さを感じました。仮入会員獲得といった明確に貢献度のある配

点を上げるなどの調整が必要です。 

最大の課題としては、全体拡大が行えていないことが問題点です。昨年と比較して、一度でも拡

大活動に携わったメンバーの割合は増えましたが、まだ改善の余地があります。今後、拡大活動が

苦手なメンバーをいかに巻き込む仕組みを構築するかが重要です。 

 

（11）次年度への引継事項 

    本年度はコロナ禍でもアプローチしやすいように拡大担当者を関係性重視で振り分けました。準

備期間が大切ですので必ず委員会訪問と若手中心の聞き取り調査を行って下さい。マンダラシート

は２６名の新規候補者を抽出し、非常に有効であったと感じましたが、３年に一度程度の実施が適

切だと感じます。拡大グループラインは全体の拡大情報の共有という面で非常に効果的ですので継

続して構築して下さい。 

拡大会議を核として拡大活動を行うのであれば、拡大リストとお願いリストは毎月準備して下さ

い。また、ファシリテーターを配置することで、拡大について委員会で話し合って頂くことができ

たと感じます。 

次年度拡大レースを行うのであれば、獲得ポイントの調整が必要です。最下位のチームのペナル

ティですが、実施に関しては委員会でしっかり話し合って決めて下さい。本年度は全体的に協力で

きていたこともあり、反対意見もありました。 

本年度は拡大活動未経験者を多く取り込めたと思います。特に最初の訪問は不安に感じる方も多

いので拡大メンバーが同行するなどして、苦手意識が定着しないように配慮をお願いします。 

 

（12）委員長所見 

    本当にたくさんの方に支えて頂いた１年４ヶ月でした。拡大活動に協力して頂いた全ての方に感

謝しております。ありがとうございました。 

目標の１５名を達成することはできませんでしたが、後悔はありません。自分自身にできること

を考え、必死に取り組んだ結果なので真摯に受け止めます。コロナ禍の逆境と拡大目標という数字

のプレッシャーにしっかりと向き合いました。拡大担当者としての務めを投げ出さず、｢とんぼ｣に

込めた想いを最後まで貫いて活動できたことは私の誇りです。 

 

（13）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支計算明細書（案） 

拡大報告書（参考資料） 

第１２回理事会 ２０２１年 １２月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 50,000 50,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業予 備費 繰入 収入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

50,000 50,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 10,340 11,775 -1,435 賞状・名入れウイスキー
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 10,340 11,775 ▲ 1,435
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 17,985 17,985 異業種交流会ポスター・チラシ
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 17,985 0 17,985
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 5,000 1,245 3,755 拡大会議資料
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 5,000 1,245 3,755
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

36,980
50,000 50,000

●余剰金  36,980

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

事業収支計算書（案）

集まれ尾道ＪＣ！全集中で挑む拡大活動！

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

16,675

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 50,000 50,000 0

0

0

0

0

50,000 50,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

企画演出費支出 企画費支出 ＪＣ賞状 935 500 435 啓文社→事務局

【 名入れ 】 ウイスキー サント
リー 角瓶 700ml
彫刻（ゴールド・クラシカル
リーフ・スワロフスキー付き）
木箱・写真確認

9,405 11,275 -1,870
楽天市場
(木箱・写真確認追加)

0

0

0

0

0

10,340 11,775 -1,435

広告費支出 作成費支出 異業種交流会ポスター・チラシ 17,985 0 17,985 異業種交流会中止

0

0

0

0

0

0

17,985 0 17,985

資料作成費支出 作成費支出

拡大目標宣言７枚
拡大報告書２０枚
拡大リスト２４０枚
お願いリスト４８枚
仮入会申込書５０枚
企業リスト５０枚

5,000 1,245 3,755 事務局

0

0

0

0

0

0

5,000 1,245 3,755

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

36,980

50,000 50,000

収支計算明細書(案)

集まれ尾道ＪＣ！全集中で挑む拡大活動！

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　

16,675

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 

審議事項 

                                                      委員会名：組織活性化委員会 

                                                    委員長名：山本 恭平    

  

（１）議案名 夏期講習 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名 夏期講習 テーマ「目指せテッペン！同じ目的に向かって繋がろう！」 

 

（３）事業実施に至る背景 

組織を永続的に活性化していく為には、そこに集まる会員同士がより深く理解し合い、同じ目的意 

識を持って活動をしていくことが重要であり、２月例会のアンケート結果から多数の会員がその必要 

性を感じています。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

 ａ．（対外） 

ｂ．（対内）尾道青年会議所に所属する会員同士の親睦を深め、共通の目的意識を持ち、力強く 

活性化した組織づくりの一助とします。 

 

（５）実施日時   

①２０２１年 ８月２１日（土）７：３０ ２１：００ 登山   （緊急事態宣言中により延期） 

②２０２１年 ８月２２日（日）９：００ １０：００ 検証・発表（緊急事態宣言中により延期） 

   ③２０２１年１０月 ２日（土）９：００ １６：４０ 登山  （コロナ感染状況を鑑み、中止） 

   ④２０２１年１０月 ４日（月）合同委員会      検証・発表（登山中止に伴い、検証・発表中止） 

⑤２０２１年１１月 ２日（火）合同委員会      事業詳細の発表実施 

 

（６）場  所   

①愛媛県西条市 石鎚山（延期） 

   ②尾道市       浄土寺（延期） 

   ③愛媛県西条市 石鎚山（中止） 

   ④尾道市       ベイタウン会館（中止） 

   ⑤尾道市       ベイタウン会館（発表実施） 

（７）参加人員   内部 ５５名    外部 ０名     計５５名 

         （内部内訳：現役会員５１名 仮入会員 ４名） 

（８）外部協力者  

（９）事業の目的は達したか？ 

   本年度の夏期講習は、ガイドラインに準じ新型コロナウィルス感染状況を鑑み中止となり、１１月合同委

員会の場をお借りして夏期講習の趣旨と伝えたかった事について発表をさせていただきましたが、本来の目

的達成を計ることはできておりません。 

しかし、調査で委員会メンバー含め６回登山した内容を発表させて頂いたことで、組織の活性化について

は伝える事が出来たものと考えます。 
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  （10）実施上の問題点 

   特にありません。 

   

（11）次年度への引継ぎ事項 

   登山を企画するのであれば、できる限り早期および複数回の現地調査をする必要があります。現地調査実

施日と事業実施日では気温が異なる為、服装や持っていくものも変わる可能性があるので注意が必要です。

その他に現地調査での確認すべき点は、「現地までの移動時間、登山に必要な時間、コースの安全性、休憩

箇所の有無、トイレの有無など」の確認が必須となります。また、現地調査は複数名で実施することをお勧

めします。その際に、体力に自信がないメンバーに合わせて現地調査を実施することで、より当日をイメー

ジしやすくなります。 

   また、本年度の様に有事の際には中止となる場合もあります。ただ単に中止にするのではなく、実施不可

となった場合でも「何を伝えたかったか」や「事業に対する想い」を会員に対し伝える為の準備をしておく

ことが必要です。そうすることで、実施に向けて委員会内で積み上げてきた「議論や想い」を発表すること

ができ、会員に対しても「学び」の機会を創出することが可能となります。 

 

（12）委員長所見 

  本年度の夏期講習は、会員が「同じ目的に向い」行動する中で、「親睦を深める」ことを目的として、組織 

の活性化を図ることができる事業構築を進めて参りました。 

 事業を構築するにあたり、活性化している組織の状態について考えた結果、①共感者が多数集まっている（会 

員数の増加）②活動への参加意欲が高い（出席率が高い）③組織内部の関係性が良い（活発な意見交換）が発 

生している状態が考えられました。 

 前述した状態を目指す為に、２月例会で学んだ「同じ目的意識を持つことの大切さ」と「組織内部が親密に 

繋がることの重要性」を体感する為に「登山」を手法とさせていただきました。 

選定理由としては、「目標が明確である」、「誰に対しても平等である」、「助け合いが必要になる」とい 

う事、より厳しい環境が会員同士の絆を深めると考え、西日本最高峰である「石鎚山登山」を企画させていた

だきましたが、残念ながら実施することはできませんでした。 

単独や委員会メンバーとの６回の現地調査を経験したことで、目的達成に向けて行動する過程での「応援・

協力」といった仲間と切磋琢磨する行為が、達成した時に得られる充実感を生み出すのだということを痛感し、

一人ではなく共感できる仲間の大切さを再認識することができたことは、大変貴重な経験だと感じております。 

 組織は「人の集団」であり、人間関係を外すことはできません。より良い人間関係を構築する為には、信頼 

を築き「お互いを理解し認め合う」ことが重要であり、その為には会員同士の親睦を深めることは必要不可欠

です。 

やむなく中止となりましたが、夏期講習で伝えたかった事を発表する機会をいただけたことで、「会員同士

の親睦を深める」必要性と「心理的安全性の向上」についての必要性を会員に伝えることができ、力強く活性

化した組織づくりの一助へと繋げることができたものと考えます。 

   

（13）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支計算明細書（案） 

夏期講習発表資料（案） 

第１２回理事会 ２０２１年 １２月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 250,000 250,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備費 繰入 収入 141,570 0 141,570
登 録 料 収 入 439,230 0 439,230
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

830,800 250,000 580,800

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 10,000 0 10,000 浄土寺（総会会場）
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 10,000 0 10,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 40,000 0 40,000 (有)原田酒店
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 160,000 0 160,000 ロープウェイ代（往復2,000円×80名）

小　計 200,000 0 200,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 580,800 0 580,800 グリーンヒルホテル
ア ト ラク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 580,800 0 580,800
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 4,000 0 4,000 ㈱T.N-PLANNING　　80名分
通 信 費 支 出 770 0 770 振込手数料
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 16,000 0 16,000 救急セット費用　6グループ分

250,000
830,800 250,000

●余剰金  250,000

19,230

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）
夏期講習

『目指せテッペン！同じ目的に向かって繋がろ

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 250,000 250,000 0

事業予備費繰入収入 現役会員65名　×　2,178 141,570 0 141,570 例会運営費

登録料収入 現役会員65名　×　5,082 330,330 0 330,330 懇親会費

仮入会員15名　×　7,260 108,900 0 108,900 懇親会費

0

830,800 250,000 580,800

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 会 場 費 支 出 総会会場利用料 10,000 0 10,000 浄土寺

0

0

0

0

0

0

10,000 0 10,000

企画演出費支出 旅費交通費支出 ロープウェイ代（往復2,000円×80名） 160,000 0 160,000 石鎚ロープウェイ㈱

食事代支出 水＠70円×2本×80名 11,200 0 11,200 (有)原田酒店

アクエリアス＠90円×2本×80名 14,400 0 14,400 (有)原田酒店

ウィダーインゼリー＠180×80名 14,400 0 14,400 (有)原田酒店（行動食）

0

0

0

0

小　　計　　 200,000 0 200,000

懇親会費支出 飲食費支出 コース料理（＠4,400円×80名） 352,000 0 352,000 グリーンヒルホテル

フリードリンク（＠2,200×80名） 176,000 0 176,000 グリーンヒルホテル

サービス料 52,800 0 52,800 グリーンヒルホテル

0

0

0

0

580,800 0 580,800

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 レクレーション保険（80名分） 4,000 0 4,000 TN-PLANNING

通 信 費 支 出 770 0 770 振込手数料（グリーンヒルホテル）

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 救急セット（6グループ分） 16,000 0 16,000 アマゾンなど

19,230

250,000

830,800 250,000支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

収支計算明細書(案)

夏期講習『目指せテッペン！同じ目的に向かって繋がろう！』

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：未来ビジョン委員会 

                                                       委員長名：内海 洋平 

 

（１）議案名 

１０月例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    テーマ「楽しもう！地域活性化」 

 

（３）事業実施に至る背景 

我々の地域においても人口減・過疎化が進み、若者が流出し、「今の状況の中でやっても駄目な

のではないか」「やる人が少ないから」といったマイナス思考な考え方にとらわれる“閉塞感”が増

しています。我々のＪＣ活動においても、多くの先輩方から近年の活動に対しどこか物足りなさを

伺わされる意見を聞くことがあり、“閉塞感”を感じさせる考えがあったのではないかと考えます。

そうした閉塞感が、コロナの蔓延によりさらに大きくなったと感じています。 

この状況の中においても、地域の活性化のために何が必要か、考えていく必要があります。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内） “閉塞感”を打破するために、どんな社会情勢でもメンバー一人一人が「今できること」

を考え、行動に移すことが最も重要だと考えます。そのためには地域がどういった課題を

抱えているかを抽出し、ひとつずつ解決していかなければなりません。講師から地域の課

題抽出に対する取り組み・まちに波及する活動をされてきた経験・考えを学ぶことで、そ

の活動に触れ、我々一人一人が前向きに思考していくきっかけとすることを目的とします。 

 

 

（５）実施日時 ２０２１年１０月１４日（木）      １９：００ １９：２０ セレモニー 

         １９：２０ ２０：５０ 例会行事 

         ２０：５０ ２１：００ セレモニー 

 

（６）場  所 尾道国際ホテル 

     

（７）参加人員  内部 ４９名     外部 １名     計５０名 

   外部内訳（仮入会委員１名） 

         

（８）外部協力者 コミュニティーデザイナー／港の編集室 中尾 圭 氏 

         

（９）事業の目的は達したか？ 

 アンケート結果から「地域活性のための活動の重要性」を認識された方が 86.7%となり、「地域に寄り

添い、ニーズを汲みとり、人を巻き込んでいく」という意見が多く見受けられたうえ、「JC 活動の本質に

触れた」「JC の活動手法を再考するきっかけとなった」という今後の JC 活動を行う上で参考になった意

見もあり、今後の活動に対して「前向き」な思考につながったと考え、目的は達成できたと考えます。 
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（１０）実施上の問題点 

 パネルディスカッションでは、会場のメンバーに意見を聞くなど、より参加型の設えとすることでより

参加意識を高めることができたのではないかと考えます。 

 

（１１）次年度への引継事項 

 ９月末まで緊急事態宣言が発令されており、国際ホテルでの通常開催、講師を別会場にお招きしてのオ

ンライン、完全オンラインの３つを想定して準備を進めておりました。どのような状況下でも実施できる

準備、またオンライン・オフラインの特性を活かした実施内容とする工夫が必要となります。 

 

（１２）委員長所見 

 尾道青年会議所の例会では４月以来の国際ホテルでの実施が叶い、メンバーが集まる機会となり大変嬉

しい思いでした。私たちの委員会の思いとしては、青年会議所内だけでなく地域・コミュニティなどで閉

塞感がコロナ禍でより増している中、講師の前向きに課題と向き合い、楽しみながら解決していく思い、

考え、実績をぜひ聞いていただきたいと考えておりました。結果としてメンバーから「良かった」「似た

ようなテーマの講演とは全然違った」という意見をいただくことができ、その思いが閉塞感を打破し、前

向きに思考していき、青年会議所として今まさに実行していくべきことや今後の様々な活動につながって

いくと感じました。これまでの事業では「青年会議所の価値観」をベースに組み立てられた事業もあった

と感じており、今後の活動に対しては、地域の方や他団体と積極的に繋がって意見を交え、「まちに求め

られていること」をベースに事業構築していくことも必要であり、そういった活動につながっていくこと

を願っています。最後に様々な意見をいただき、準備を行なってくれた委員会メンバーに感謝いたします。 

 

（１３）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支予算明細書（案） 

アンケート集計（参考資料） 
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 60,000 60,000 0

0

0

0

0

60,000 60,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費支出 看板代 7,000 7,000 0 （有）メディアジャンクション

0

0

0

7,000 7,000 0

企画演出費支出

0

0

0

0

0 0 0

講師関係費支出 諸謝金支出 講演料 50,000 50,000 0 中尾　圭さま

0

0

0

0

0

0

50,000 50,000 0

広報費支出 0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

資料作成費支出 アンケート用紙印刷 195 195 0 事務局

0

0

0

0

0

0

195 195 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

2,805

60,000 60,000

収支計算明細書(案)

10月例会　テーマ「楽しもう！地域活性化」

合　　計　　

小　　計　　

2,805

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

  余 　　　剰　 　　金　　　
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10月例会 楽しもう！地域活性化アンケート

1.地域活性につながるため「活動を行なっていく」ことの重要性を認識しましたか？

■出席数・回答率
・出席数：50名
・回答率：78.9% （30／38名）

はい 26
86.7%

いいえ 1

どちらでもない 2
未回答 1

2. 1.での回答について、感じられたことをお聞かせください。

・活性化は人の繋がりによって生まれるものだから。漁師とインスタのコラボが面白い
・日常が変わっていくことの大切さを学んだ。

特別な１日を提供するだけでは街は変わっていかないことを学んだ
・楽に行こうぜ！と思った
・街に住んでいる人と話すことでニーズが得られる
・様々な人を巻き込みながら、より良い暮らしをつくる。街にたくさんのプロジェクトリーダーをつくる。
・活動することで実際色々なプラスの効果が出ていて良いと思った。

しっかりした目的を持ってすることが重要だと感じた。
・地域の魅力を再発見することでまちや地域が生まれ変わる一助になると思いました。

その上で重要だと感じた
・活動を行うことで人がつながっていき、それが地域活性になると感じました
・まちをおこさない！！
・その地域に住む１人１人が行動していくことが大切になってくると思いました。

・規模やインパクトを求めることも重要かと思いますが、大規模なことではなくても
「まちの人が求めること」を汲み上げて事業構築することも、やはり大切なJCの役割だと感じました。
・JCも団体としてまちづくりを担っているが、本日の講演を聞いて、JCの活動手法を考える（再考）する

きっかけとなりました。
・福山という近隣で活動をされている講師の話を聞いて、身近で地域活性化が行われているんだ、

という実感を得ることができました。
・地域を助けたいだとか人のために活動したいと思っている人たちだけでなく、やっぱり自分のために動

くという人が大多数いると思っているので、それぞれの考え方を尊重されて活動しているところに感銘
いたしました。

・その場所の新しい価値を見出せる
・若い人に共感してもらって一緒にできて、引き継げる事業をしたいと感じた。
・地域が活性してないと楽しくない
・１つずつ積み重ねが大事だと感じた
・活動を行なっていくことで、そのイベントの後にも良い影響をもたらすものであると感じました。
・やっぱり地域を動かす人は「よそもの、若者、ばかもの」なのかな
・今できることを考え、実行する

・地域の魅力を地域の人に認識してもらう。その人たちに魅力を存分に発信してもらう
・課題解決のために動くことで、新しい良い変化が生まれてくることがわかりました

「はい」と答えられた方の回答
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・地元の内だけでやって活性化されるのか？

・活動をしないと、どういったデメリット、もしくはその先にどんな未来があるのか、未だに良く分からない

・いいことなんだろう、くらいです。

「いいえ」と答えられた方の回答

「どちらでもない」と答えられた方の回答

3. 講演・ディスカッションを通じて、今後の活動に生かせることがあれば教えてください。

・街の人とのコミュニケーションから生まれる事業もある！
活動のモチベーションを上げるため常にコミュニケーションをとる

・大きなことをする、規模を拡大することだけでなく、小さくすることで、
モチベーションが上がったり充実したものができることもある。

・もっともっと自分らしく生きよう。仕事をしようと思った。
・街のニーズを捉えることが大事

・人間関係づくりが大切だと分かった。
・事業を通してどんな意見を吸い上げたのか？次世代につなげる方法は？
・身近な課題を解決していくことの重要性を改めて感じました
・より良い場をつくるためには人を巻き込んで自ら動くことが大切だと感じました。

JCでも会社でも必要なことだと考えます
・「2-3年かけて人間関係を築き、実行に移した」というのが印象的でした。今すぐにではなく、もう少し時
間ができた時（JC引退後とか）にゆっくり時間をかけて地域のために何かできることを探せればいいなと思い
ました。お話や考え方はとても面白かったですが、「尾道に当てはめた時」「JCメンバーが今後持つべき心構
え」などがあれば良かったと思いました。
・全然縁もゆかりもない人の話を聞いて何かをしようとするのではなく、身近な人が困っていることや喜ばれ
ることをやろうという意識で始めることが大切というお話が参考になりました。

・JCでいう調査について、もっとまちと向き合い、必要な情報を収集しなければならないと感じた。JCの会員
内だけで盛り上がり、まちのニーズに合致していないことをしても活性化には繋がらない。大きなイベントの
単発ではなく持続する。地域自身が自然と盛り上がるようにするのがJCの役割だと思う。

を作っていかなければならない
・何をやるにしても楽しくやらないと続かない
・コミュニティやまちの方とのコミュニケーションが必要だと感じました。
・関係性の構築やイメージ、情報の共有の大切さを再認識し、今後の活動に活かしていきたいと思いました。

・主体性を持って活動を続けて、地域を巻き込んでいくことで変化させていく
・活動を動画にし、アーカイブに残す
・アナログなコミュニケーションを大切にする
・ヒアリングしたことをそのまま解決していく

また、必要とされていることや課題などに向き合って共に解決してくことが大切ではないかと思う。
・誰かの顔を思い浮かべてイベントを考えるとうまくいく

3-6



何にせよ、問題を抱えていることはチャンスだと感じた。特に多くの人が世界で同じ問題を抱えていること
を解決したら金になる

講師の方の事例や理想は分かったがそれがJCとどう繋がるかが分からない

とても参考になって新しい視点が持てた

閉塞感 Youtube？どう結びついたのか？どのような意見が出たのか？共有できているのか？

コミュニティデザイナーってどんな人？という話の中で「様々な人を巻き込みながら、より良い暮らしをつ
くる」というお話がありましたが、まさにJC活動にも必要な考え方だと思いました。JC活動の本質に触れた
ような講演だったと思います。先生が変にキラキラしてない感じが良かった。

良い例会でした！！

今後のJC活動において、貴重な講演が聞けて良かったです。

尾道は尾道人が自燃人となり、盛り上げていきたい

結果の薄い方の話（もお少し先にならないと分からない）で、イメージが湧かなかった

JCにビジネスを取り入れる考えは良いと思いました。めんどくさい事も楽しんで！

4. その他、ご自由にご記載ください
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■ 考察

・回答者のほぼ全員にしっかりと記述していただき、「活動」に対して
考えていただける内容であった

について考えられている方、ビジネス的に考えられる方など、様々な
捉え方をしていただいた

= 考え方・アプローチの再考
地域の活動 = 活動の起こし方
について、前向きな意見が多く出ていた

地域の課題解決となる活動について、様々なヒント・参考になる内容
をお聞きいただけたと思います。

得た知見を活かすことで、より良い事業構築ができることと思います。

ける内容であったと思います。
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：未来ビジョン委員会 

                                                       委員長名：内海 洋平 

 

（１）議案名 

活気溢れるまちづくり事業の調査・研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    テーマ「上を向こう尾道   Show must go on -」 

 

（３）事業実施に至る背景 

新型コロナウィルスの蔓延により、人流の抑制により観光客が減少し、地域住民も外食から遠の

き、観光業・宿泊業・飲食業などは大きなダメージを受けています。 

尾道海岸通り界隈にはそういった業種が集中し、その影響を受けた方が多くおられ、なかなか将来

に明るい材料が見出せない状況にあります。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外）苦境の中でも、明るさ・癒しを提供することで、地域の方が未来への活力を生む一

助とします。 

ｂ．（対内）様々な困難がある中でも、地域の方へ向けたまちづくり活動を継続し、 まちの活

気を生む一助とします。  

 

（５）実施日時 ２０２１年１１月３日（水）  １７：００ ２２：００ 

 

（６）場  所 尾道商工会議所・たまがんぞう・尾道市街地 

     

（７）参加人員  内部 ４５名     外部 ５１名     計９６名 

             外部内訳（仮入会委員１名、飲食店関係者５０名） 

         

（８）外部協力者 尾道商工会議所・有限会社いっとく 

         

（９）事業の目的は達したか？ 

   数値目標としていたＳＮＳ投稿数には達せず、目的は達成できたとは言えません。地域を明るくす

る取り組みとして緊急事態宣言が明けて早々に行えた事業であり、まちが平時の賑わいを取り戻して

いいか誰もが模索している中での実施となったが、実施内容に対するイメージ・想定が甘かった部分

は否めませんでした。しかしながら、界隈では告知段階から飲食店の来店された方などと話題にして

いただき、当日も本事業を目的にまちに出てこられた方が多く、そこから飲食店への来店につながる

など、界隈の活力を取り戻していくきっかけとなったと考えます。また、コロナ禍で先行きが不透明

な中でも、柔軟に対応できる事業企画としたことで、事業が無事実施でき、青年会議所としてまちづ

くり活動が継続できたことにより、地域の活気を生む一助となったと考えます。 

       

（１０）実施上の問題点 

・コロナ禍での事業構築であったため「限定的な告知と、集客しない形」での内容としていました。
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告知についても内容をあえて伏せたものとし、飲食店等賛同してくれる方から SNS 投稿や何らかの

アクション（バルーンを見に来る・特別メニューを出す・クチコミを促す等）など自主性に任せて

いたことが大きかった部分があったと考えます。結果として、十分な反応や反響が得られなかった

ため、当日昼間にいらっしゃる方への告知やインスタ等での準備段階でのライブ配信など、状況に

合わせて手法を検討すべきでした。 

 

・緊急事態宣言後の早々の告知となる中、界隈の方を中心に見に来ていただくことを想定し、チラシ・

ポスターを多く準備していなかったため、配布された方・されていない方の公平性に差が生じてし

まいました。またコロナの減少により、途中から界隈の飲食店の方を中心に見に来ていただく想定

から、来店客に向けての周知をお願いしたため、案内に差があったと考えます。 

 

・バルーンを実際に屋上から上げるシミュレーションを６回行いましたが、想定より高く上げるこ

とができず、バルーンの色によりLEDライトの点灯が分かりにくいこと、大量にあげた際にバルーン

同士の接触によりライトが切れてしまうことなどがあり、想定よりも明るくすることができません

でした。当日は委員会メンバーの工夫で、上げる箇所の付け替えや接触をしないような変更等を行

いましたが、想定のようになりませんでした。 

 

・上記理由により、明るくするためバルーンを多く浮かびあげる方に回してしまい、練り歩き時の

バルーンが少なくなってしまいました。集まってきていただいた方、通行者によりもっと配布でき

ればよかったと考えます。 

 

・久しぶりの全体事業となった本事業は天候にも恵まれ、昼のまちはベッチャー祭りの雰囲気もあ

て、楽しい雰囲気となっていました。しかし、一部しっかりとした段取りや気配り、指示がいきわ

たらない点もあり、楽しいだけでなく、事業を最大限のパフォーマンスが発揮できるような配慮・

心構えが必要であったと考えます。 

 

（１１）次年度への引継事項 

   コロナ禍の状況が続く場合、告知の方法・ターゲットを切り替えることができるなど、企画内に柔

軟な対応を持たせておくことが重要だと考えます。 

 

（１２）委員長所見 

   委員会メンバーと当事業を協議する際、集客は難しいと考え企画を進めてきました。その中で実施

したことは地域の方に「聞く」ことが大切だと考え、様々な人に話を聞きながら、一つの課題に絞り、

事業構築に繋げて参りました。メンバーと何度も集まり、地域に明るさをもたらすべく準備をしてき

ましたが、当日多くの方を感動させるには至らなかったかもしれません。ただし、告知や協力のお礼

などで飲食店などと接する中、繋がりの大切さを改めて実感することができました。当日は多くのメ

ンバーにご協力いただけたこと、一緒に取り組めたことが本当に嬉しく感謝申し上げます。 

   未来ビジョン委員会として最後の事業となりましたが、この委員会メンバーと一緒に考え、取り組

むことができたことに感謝しかありません。 

  

（11）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支予算明細書（案） 

考察資料（参考資料） 

第１２回理事会    ２０２１年 １２月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 300,000 300,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業予 備費 繰入 収入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

300,000 300,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 219,800 221,700 -1,900
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 219,800 221,700 -1,900
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 40,760 40,760 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 40,760 40,760 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

37,540
300,000 300,000

●余剰金  37,540

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

活気溢れるまちづくり事業　テーマ「上を見よう尾道 - Show must go on -」

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

39,440

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 300,000 300,000 0

0

0

0

0

300,000 300,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費支出 インフレーターレンタル 13,200 13,200 0 イツモ高圧（株）　送料込み

設営費支出 ヘリウムガス 149,600 149,600 0 （株）不動機工

設営費支出 バルーン備品（糸など） 21,000 22,900 -1,900 楽天など

設営費支出 バルーン/LEDセット 36,000 36,000 0 Amazon

0

0

0

219,800 221,700 -1,900

企画演出費支出 作成費支出 説明用紙 3,000 3,000 0 事務局　@10円×300枚

作成費支出 Tシャツ 31,600 31,600 0 プリント職人

作成費支出 ポスターA4 50部、A6　1000部 印刷 6,160 6,160 0 紙誠

0

0

0

0

40,760 40,760 0

講師関係費支出 0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

広報費支出 0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

資料作成費支出 0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

37,540

300,000 300,000

収支計算明細書(案)

活気溢れるまちづくり事業　テーマ「上を見よう尾道 - Show must go on -」

合　　計　　

小　　計　　

39,440

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

  余 　　　剰　 　　金　　　

4-4



ハッシュタグ投稿について

投稿数：合計15投稿
- インスタグラム：13
- フェイスブック：１
- ツイッター： 1

■SNS収集数

■要因と委員会初見

・6回のシミュレーションより高く上げることができなかった
・想定よりライトが光らない風船が多くあって光が少なかった

（光っていても風船のカラーにより目立たなかった）
・風船の量が少なく感じられた
※割れるなどして、商工会議所 800個予定が700個、たまがんぞう 400個予定が350個ほど

 「映（ば）える」状態に持っていけず、SNSでの投稿に繋がらなかった

・上げる風船量が少なく感じられたため、練り歩き用の数量が減ってしまった
 練り歩きの際の配布は大変喜んでもらえたため、数量を確保したほうがよかった

【上を向こう尾道  Show must go on- 】考察資料
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飲食店からの声

■当日バルーンを見に行ったか？
はい・・・・4
いいえ・・・16

20店舗から集計（来店・SNSなどで集計）

■感想
・難しい時期だっただろうが、こういう取り組みをしてくれてありがたかった
・お客さんなどとSNSで盛り上がった。もう少し綺麗かと思った。
・わざわざバルーンを見に来た方がお店に来てくれた
・風船を持って人が歩いてる姿がよかった
・見てないけど、おかげでお店が忙しかった
・花火じゃない形で考えてるのがよかったと思う
・ベッチャーの日で、ベッチャーが短い分、夜にしてくれてありがたい
・子供が風船をもらって喜んでいた
・もっとお店側と連動した企画をしてほしい
・もっと派手にやってほしかった

※似たような感想はまとめています

■理由
「はい」の方
・店舗が休みだったので子供と一緒に見にきた
・営業中に見える位置にあった（２）
・楽しみにして待っていた

「いいえ」の方
・来店が多く、お店を開けることができなかった（１３）
・忘れていた（３）

メディアへの掲載：尾道新聞
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ユーチューバーたいけん

次世代の想い・価値観

活気あふれるまちづくり

人との
繋がり

「アクティビティ=活気・活動」 「人と交流・繋がり」 
心に残る「体験」をキーワードに、 地域の活気になる事業を。 

前向きな
活動

１年を通じて

本年、未来ビジョン委員会は上記の流れをベースに活動を行い、事業構築を
行って来ました。
本事業では、これまでの事業・例会で聞いた意見・学んだことを踏まえ、緊急
事態宣言下であろうとも、心に残る「体験」を地域の方々にお届けるでき、
前向きになれる「活気」につながるよう、まちの方と繋がりたくさんの意見を
聞きながら、委員会自身が「前向きな活動」を行い、事業構築を目指してきま
した。
地域の方が、少しでも明るく前向きとなった反応を聞くことができ、今後も
どのような状況でも として「前向きな活動」を継続していくこと
につなげていきたいと考えます。

声を
聞く
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 

審議事項 

                                                      委員会名：社会開発委員会 

                                                      委員長名：大池 慎三 

（１）議案名    

災害に強いまちづくり事業の調査・研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名    

    テーマ 「楽しく学ぼう防災ダンジョン」 

 

（３）事業実施に至る背景 

 近年、異常気象から自然災害が全国で多発しています。未来を担う子供、家族や市民が防災に 

ついて学ぶ、また啓発できる場が必要です。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外）子どもに防災について興味を持たすことで，家庭内での会話を通じて大人に対して

防災意識の啓発ができます。また大人を含めた地域全体の防災力向上につながると

ともに、災害に強いまちづくりの一助にします 

ｂ．（対内）教え説明することで防災意識をより学ぶことを目的とします 

（５）実施日時  ２０２１年 １１月 ６日（土） １０：００～１５：００ 

 

（６）場  所  駅前緑地帯 

 

（７）参加人員   内部 ２１名     外部 ４９５名     計 ５１６名 

        （外部内訳： 尾道市立大学シグマソサエティ同好会 ６名 

事前予約者３００人 当日参加者１８９名 ） 

（８）外部協力者 尾道市立大学シグマソサエティ同好会  

尾道市社会福祉協議会 尾道市役所 

 

（９）事業の目的は達したか？ 

参加者に疑似体験の説明等を担当メンバーが全員事前共有することにより事業のスムーズな

運営をすることができ同時に防災の意識を高めることができました。 

予定していました、事前予約者１００組、当日参加者５０組を加えてもれなく参加していただ

くことができました。また当日の受付混雑状況を見て、臨機応変に対応してくれたメンバーのお

かげで、合間を縫ってさらに１３組の方に参加していただきました。また参加者やメンバーから

怪我もなく、無事事業を終えることができました。 

そして、アンケート結果から疑似体験を家族で参加することにより、大人より子供のほうが防

災に詳しかったことが分かったり、実際疑似体験することで、想定していた災害時の歩きにくさ

に加え、子供を連れての避難のしにくさや煙が充満している際の恐怖、また、疑似体験や問題を

自分事として考えて火事の際の備えや水害の時の備え、自分に置き換えて真剣に考えてもらえた

アンケート結果となりました。以上を踏まえ、家族や市民に防災力を向上してもらうことができ、
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災害に強いまちづくり事業としての目的は達成されたと考えます。 

（10）実施上の問題点 

     事前予約で１００組の方が予約できるようにしておりましたが。私の予約方法が分かりにくか

ったせいで、間違えて一人の方が重複して予約を取られていることがありました。こちらから、メ

ール等でご案内をして訂正等させていただきましたが。予約システム等使う際には、参加者の立場

となってもっと予約方法を決める必要がありました。 

 

（11）次年度への引継事項 

    尾道駅前緑地帯で、ダンジョンのような大型の構造物を設置する場合には、芝生を傷める可能性

の有無や設置する設備の安全性を確認把握し管理している港湾振興課の方に完璧に安全だと理解

してもらえる資料づくりが必要です。 

    緑地帯を使う場合は、使用料の減免や管理団体への説明が容易になるため、事前に尾道市の後援

を受けることをお勧めします。 

    またコロナ禍の状況下でありますので参加人員が不確定なイベントを行う場合には、事前に広島

県の全国的又は大規模イベントに係る事前相談書を提出することをお勧めします。 

    テント、椅子、机は、社会福祉協議会からお借りしたため費用についてはかかることはありませ

んでした。 

 

（12）委員長所見 

      この度の防災ダンジョンを緑地帯で行うことで様々な問題がありました。まず、芝を傷める

事や、送風機設置に伴い風の安全性や、緑地利用者への影響、コロナ禍での集客やその人数や、

予約方法に悩まされました。 

      自分の得意分野でない部分を委員会メンバーに共有していなかったことで委員会運営も、う

まくいってない部分もありました。もっと、メンバーを頼り巻き込んで事業を行えればよかっ

たと思います。 

     そのような中で緑地帯にこだわり色々な方にご迷惑をおかけしましたが、緑地帯で楽しく学ぶ

防災事業を行えて本当に良かったと思っています。 

     また、アンケートの中に、またやってほしい、学校でやってほしいという意見もありました。 

     このような参加者からの声を聞くと報われる思いと、ご協力いただいたメンバーの皆様に感謝

の気持ちでいっぱいになります。事業を行えて本当によかったなと思います。 

     また、ダンジョンを設置していただきました、Ｈｏｍｅ Ａｓｓｉｓｔ様が私たちのJCの活動

に共感していただき代金はいらないとのことになりなりました。 

     そのご好意をいただき決算に上程させていただきました。 

     私は忘れないということが一番の防災だと思います。この思いを受け継いでいってほしいです。 

       

（13）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支計算明細書（案） 

アンケート集計 (案) 

事業風景写真 (参考資料) 

    緑地帯使用港湾提出書類 (参考資料) 

第１２回理事会  ２０２１年 １２月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 250,000 250,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備費 繰入 収入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

250,000 250,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 27,500 27,500 0 ㈲エイチ・アイカンパニー
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 27,500 27,500 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 141,350 31,350 110,000 （株）リョーキ
演 出 費 支 出 10,550 9,230 1,320 シート　手袋
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 151,900 40,580 111,320
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 43,780 43,780 0 紙誠(株)
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 43,780 43,780 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 3,936 3,936 0 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 3,936 3,936 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 17,100 17,100 0 行事参加者の傷害危険担保契約
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

117,104
250,000 250,000

●余剰金  117,104

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

事業収支計算書（案）

楽しく学ぼう防災ダンジョン

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

5,784

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 250,000 250,000 0

事業予備費繰入収入 0

0

0

0

250,000 250,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 人件費支出 27,500 27,500 0 ㈲エイチ・アイカンパニー

0

0

0

0

0

0

27,500 27,500 0

企画演出費支出 企画費支出 足場代 110,000 0 110,000 （株）Home　Assist

企画演出費支出 企画費支出 送風機　発電機 31,350 31,350 0 （株）リョーキ

企画演出費支出 演出費支出 シート 7,040 7,040 0 安全・保安用品.com

企画演出費支出 演出費支出 手袋 2,190 2,190 0 楽天市場

企画演出費支出 演出費支出 マスク子供 550 0 550 楽天市場

企画演出費支出 演出費支出 マスク大人 770 0 770 ストアーエキスプレス

151,900 40,580 111,320

資料作成費支出 資料費支出 クイズ問題 21 21 0 事務局３×7

資料作成費支出 資料費支出 アンケート用紙 1,350 1,350 0 事務局３×3×150

資料作成費支出 資料費支出 啓発写真プリント 150 150 0 事務局3×５０

資料作成費支出 資料費支出 当日受付の対策用紙 150 150 0 事務局３×50

資料作成費支出 資料費支出 解答用紙 450 450 0 事務局３×１５０

資料作成費支出 資料費支出 広島コロナQRコード 15 15 0 事務局３×5

資料作成費支出 資料費支出 問題解説 1,800 1,800 0 事務局３×４×１５０

3,936 3,936 0

広報費支出 チラシ7000)　ポスター(100 43,780 43,780 0 紙誠(株)

0

0

0

0

0

43,780 43,780 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 保険料支出 傷害保険 17,100 17,100 0 東京海上日動パートナーズ

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

117,104

250,000 250,000

収支計算明細書(案)

 楽しく学ぼう防災ダンジョン

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　

5,784

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

審議 事項 

                                                        委員会名：組織活性化委員会 

                                                    委員長名：山本 恭平    

 

（１）議案名  次代に繋げる組織づくり事業の調査・研究・実践 事業計画（案）修正予算（案）に関する件 

 

（２）事業名  テーマ「笑顔を繋げよう！おのみち２５２５プロジェクト」 

 

（３）事業実施に至る背景 

   笑顔を繋げよう！おのみち２５２５プロジェクトを実施しましたが、予算が大幅に変更となり、規模を 

  拡大して事業を実施した為、金額変更等の修正予算の作成をさせていただきます。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

  ａ．（対外） 

ｂ．（対内） 

 

（５）事業概要 

  ａ．実施日時  ２０２１年 １１月 ６日（土） ①１０：００～１５：００ ②１９：００～２１：００ 

         ２０２１年 １１月 ７日（日） ③１０：００～１２：００ 

  ｂ．場  所  ①尾道駅前広場  緑地帯  （２５２５プロジェクト） 

         ②びんご運動公園 陸上競技場（２５２５サプライズショー イベント） 

         ③びんご運動公園 陸上競技場（清掃） 

  ｃ．予算総額   ￥３，２００，０００（詳細は別紙予算書） 

  ｄ．参加人員   内部   ７２名     外部 ２，４５３名     計 ２，５２５名 

（内部内訳：現役会員６５名 仮入会員 ７名（予定）） 

  ｅ．動員計画  ２，５２５名（写真提供者目標） 

  ｆ．外部協力者 おのみちバス株式会社、尾道市立大学、尾道市商工課、尾道市教育委員会、びんご運動公園、

有限会社森上煙火工業所、尾道警察署、尾道消防署、 

  ｇ．実施組織・推進リーダー   組織活性化委員会 委員 村橋 聡  

                  組織活性化委員会 委員 藤田 祐輔  

ｈ．実施手順・プログラム    

   ２０２１年 １１月 １６日（金） 第１１回 正副理事長会議 審議 

         １２月  ６日（月） 第１２回 理事会     審議 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

  

（８）審議のポイント 

   修正予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

（10）他委員会への依頼事項等 
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（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

ポスター3種見積書（案） 

追加ポスター見積書（案） 

写真投稿マニュアル見積書（案） 

ポスターケース見積書（案） 

びんご運動公園施設利用料領収書（案） 

バスラッピング請求書（案） 

Ｒ＆Ｒ請求書（案） 

自立式顔出しパネル請求書（案） 

追加費用領収書（案） 

 

 

第１２回理事会 ２０２１年 １２月 ６日 
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 当初予算額 補正予算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 300,000 300,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 寄付金収入 2,700,000 2,900,000 -200,000 企業協賛金　1口　2万×145口
募 金 収 入 0

3,000,000 3,200,000 -200,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 当初予算額 補正予算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 120,000 136,000 -16,000 花火業者人件費、申請代書料、司会代
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 102,939 91,220 11,719 びんご運動公園施設利用料
設 営 費 支 出 64,000 52,540 11,460 消防署申請許可書、芝生養生費
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 286,939 279,760 7,179
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0

企 画 費 支 出 789,200 1,350,842 -561,642

ラッピング（施工、デザイン、掲載料）、ポスター印刷、
ポスターケース、レッドカーペット、マイクスタンド、テー
ブルクロス、自立式顔出しパネル看板、スタンド花、ク
ラッカー、バス出発装飾用備品

演 出 費 支 出 1,380,000 1,380,000 0 花火打ち上げ料
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 2,169,200 2,730,842 -561,642
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 37,400 42,900 -5,500 チラシ印刷代、写真投稿マニュアル
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 37,400 42,900 -5,500
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 16,584 16,239 345 チケット、来場者案内文書5種

小　計 16,584 16,239 345
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0
保 険 料 支 出 100,000 100,000 0 イベント保険
通 信 費 支 出 25,085 16,965 8,120 振込手数料、チケット送料
販 売 物 品 仕 入 支 出 0
雑 費 支 出 0 7,800 -7,800 収入印紙、音響用備品

事 業 予 備 費 支 出 364,792 5,494 359,298

3,000,000 3,200,000 -200,000支　　出　　合　　計

事

　

　

業

　

　

費

　

　

支

　

　

出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事

　

　

業

　

　

費

　

　

支

　

　

出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

次代に繋げる組織づくり事業　調査・研究・実践
テーマ「笑顔を繋げよう！おのみち2525プロジェクト」

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 補正予算額 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 300,000

寄付金収入 寄付金収入 企業協賛　1口2万×145口 2,900,000

3,200,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出 人件費支出 花火業者人件費、申請代書料 120,000 (有)森上煙火工業所

人件費支出 司会代＠8,000×2（追加） 16,000 尾道市観光協会

会場費支出 施設利用料 91,220 びんご運動公園（11/5、11/6、11/7）

設営費支出 消防申請許可書 7,900 尾道消防局

設営費支出 芝生養生費　＠43,500→＠44,640（+＠1,140） 44,640 楽天

小　　計　　 279,760

企画演出費支出 演出費支出 花火打ち上げ料 1,380,000 (有)森上煙火工業所

企画費支出

【バスラッピング費用　1台目】
ラッピング作成料　　　＠550,000
ラッピング広告料　　　＠32,500
車内ポスター広告料　＠20,000

【バスラッピング費用　2台目】
ラッピング作成料　　　＠310,000（追加）
ラッピング広告料　　　＠20,000　（追加）
車内ポスター広告料　＠20,000　（追加）

【その他】
消費税　　＠95,250
値引き　 -＠8,750

1,039,000 おのみちバス㈱

企画費支出
ﾎﾟｽﾀｰ印刷代
・3種×20枚

60,720 紙誠㈱

企画費支出
ﾎﾟｽﾀｰ印刷代（追加）
・1種×150枚

56,100 紙誠㈱

企画費支出 ポスターケース×３（追加） 3,300 紙誠㈱

企画費支出

・レッドカーペット×1　＠5,400（追加）税別
・マイクスタンド　×2　＠3,000（追加）税別
・テーブルクロス×2　＠2,000（追加）税別
・値引き　＠ｰ300（追加）　税別

11,110 R＆Rレンタル尾道

企画費支出 ラッピングデザイン料 75,000 YUUKI Design

企画費支出 屋外自立式顔出しパネル看板×2（追加） 85,800 ㈱鉄道広告

企画費支出 スタンド花×1基（追加） 10,000 花のよしはら

企画費支出 バス出発式クラッカー代（追加） 7,568 ドン・キホーテ

企画費支出

バス出発式装飾用備品
・バティックロール　＠1,120（追加）
・キャピタルリボン　＠　924（追加）
・イベント用品　　　 ＠　200（追加）

2,244 パッケージプラザ

小　　計　　 2,730,842

広報費支出 作成費支出 チラシ印刷代 37,400 紙誠㈱

作成費支出 写真投稿マニュアル（追加） 5,500 紙誠㈱

小　　計　　 42,900

資料作成費 作成費支出 花火チケット1,000枚 12,309 ラクスル

作成費支出
来場者案内文書
5枚×２８５組×3円
→２６２組へ変更　＠4,275→＠3,930（-＠345）

3,930 事務局

小　　計　　 16,239

小　　計　　 0

参加記念品代 支出

保 険 料 支 出 イベント保険 100,000 T.N　PLANNING

通 信 費 支 出

振込手数料
・550×1
・880×1→825×１に変更（ｰ＠55）
チケット送料
・84円×100
・94円×75
・140円×1

16,965

（審議時）チケット送料＠83×285　　＝＠23,655
（決算時）チケット送料計（左記内訳）＝＠15,590
＠23,655-＠15,590＝+＠8,065
※振込手数料 他行振込手数料変更
招待262組-郵送176組＝手渡し86組

販売物品仕入 支出

雑 費 支 出
収入印紙　200×25枚　＠5,000（追加）
音響用備品　＠2,800（追加）

7,800

事業予備費支出 5,494
合　　計　　 3,200,000

収支予算明細書（案）

次代に繋げる組織づくり事業　調査・研究・実践
テーマ「笑顔を繋げよう！おのみち2525プロジェクト」

合　　計　　

事業費支出
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 

審議事項 

                                                      委員会名：組織活性化委員会 

                                                    委員長名：山本 恭平    

  

（１）議案名 次代に繋げる組織づくり事業の調査・研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名 テーマ「笑顔を繋げよう！おのみち２５２５プロジェクト」 

 

（３）事業実施に至る背景 

私たち尾道青年会議所は、持続可能なまちづくりに寄与した活動を行い、「まち」から更に求められる組織

になるべく、組織力をもって「まち」の活性化に取り組み、次代へより良い組織を繋いでいく必要があります。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

  ａ．（対外）尾道青年会議所の高められた結束力をもって、まちを活性化することを目的とします。 

ｂ．（対内）「まちづくり、人づくり」の組織として、組織力をもって地域に根差した活動をすること 

の大切さを体感することで会員の資質を向上させ、次代へより良い組織を繋ぐための一助 

と致します。 

 

（５）実施日時  ２０２１年 １１月 ６日（土） ①１０：００～１５：００  

②１９：００～２１：００ 

         ２０２１年 １１月 ７日（日） ③１０：００～１２：００ 

 

（６）場  所  ①尾道駅前広場  緑地帯  （２５２５プロジェクト） 

         ②びんご運動公園 陸上競技場（２５２５サプライズショー イベント） 

         ③びんご運動公園 陸上競技場（清掃） 

 

（７）参加人員   内部    ６２名（内部内訳：現役会員６０名 仮入会員 ２名） 

    外部 ２，５７０名（写真協力者数） 

         ３００名（２５２５プロジェクト来場者数） 

         ７９１名（２５２５サプライズショー来場者数）  

 計 ３，７２３名 

 

（８）外部協力者 尾道シニアクラブ、おのみちバス株式会社、尾道市立大学、尾道市商工課、びんご運動公園、 

尾道市教育委員会、有限会社森上煙火工業所、尾道警察署、尾道消防署 
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（９）事業の目的は達したか？ 

  （対外）準備段階からメンバー、一般の方々、企業、団体にご協力をいただけたこと、そして事業当日に多 

くの方からの喜びの声や、お礼の言葉をいただけたことから尾道を活性化できたものと考えます。 

 

（対内）写真収集目標２５２５枚に対し、２５７０枚を現役メンバー全員で収集したこと、そして協賛金収 

    集も目標を上回る結果であったことは、尾道青年会議所の組織力をもって目標達成できたものと考

えます。 

また、多くのメンバーが事業に参画してくださったことから、会員資質の向上に繋がり、次代へよ 

り良い組織を繋ぐための一助となったものと考えます。 

   

 よって今回の事業の目的は達成できたものと考えます。 

 

（10）実施上の問題点 

   ①写真収集について 

専用の公式ラインアカウントを作成し、チラシやインターネット媒体を通じて収集の効率化を図りまし

たが大きな効果は得られず、結果として写真収集期間を延長させていただく運びとなりました。市街地で

の声掛け、企業、学校、団体等への訪問が目標枚数達成の大きな要因となりましたが、この件に関しては 

写真投稿のハードルを上げすぎたことにより広報内容が複雑化してしまったことと、写真収集を短期間で 

計画していたことが原因と考えられます。写真投稿の手順は利用者の立場になって簡略化したものを作成 

する必要があり、写真収集期間については２カ月間で構築していましたが、最低３カ月間は必要だったと 

感じました。 

また、事業開始に合わせて事業専用のＳＮＳを作成するのではなく、尾道青年会議所のＳＮＳを活用す

るなどより早く周知できる方法を考える必要があったかと思います。 

    

②バスラッピングについて 

ご自身やお子様の写真を探すのに苦労された方もいらっしゃいました。子供たちが見つけやすい高さに

子供の写真を貼る等の工夫が必要だったと考えます。 

    

③協賛依頼について 

    今回の協賛依頼に関しては、ＯＢのみと限定をさせていただいて実施いたしました。メールとＦＡＸに 

て事業案内および協賛依頼を配信させていただき、賛同をいただけた方から申し込みをいただく流れをご 

案内をさせていただきましたが、案内を流す前に一報を入れるとより丁寧な案内になったかと思います。 

   

   ④来場者への対応について 

    事業での配布物とそうでない物の共有が不十分であった為、委員会内での報連相の徹底が必要でした。 
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（11）次年度への引継事項 

   ①ＳＮＳの使用について 

今回のように事業専用のＳＮＳアカウントを開設するのも一つの手段ではありますが、既存の尾道青年

会議所のＳＮＳのフォロワー数を増やすことが重要と感じました。一般の方のフォロワー数を増やすこと

でチラシ配布だけでなく広告宣伝の効果を増強することができると考えます。その為には、尾道青年会議

所のＳＮＳを常日頃更新し、フォロワーを増やすことで事業告知や動員獲得を円滑にできるものと考えま

す。 

②花火について 

サプライズショーのように花火を打ち上げる場合は、警察、消防、花火業者、会場との連携が必須とな 

ります。申請する手順や注意事項に関しては参考資料を参照していただければと思います。 

  

③対外事業について 

本事業では、県、市、企業、団体に協力をいただくことができました。青年会議所活動をより多くの方 

に周知し賛同いただくためにも、青年会議所主導でお互いの強みを活かせる相手と多くの人を巻き込んで 

いくことで、より活気にあふれ事業の構築ができるだと強く感じました。おのみちバス㈱、尾道市立大学、 

びんご運動公園に関しては、今後も活動に協力をしてくださるとお話をいただいております。 

 

④事業実施会場について 

びんご運動公園は、施設・設備が充実しており様々な事業に対応できる会場となりますので、会場候補 

の一つとして検討していただければと思います。 

     

（12）委員長所見 

    尾道という組織を活性化する為に、一人でも多くの人に「笑顔」になってもらいたいと考え事業を構築 

し、限られた人数ではありましたが、事業に参加いただいた皆様と携わっていただいた方やメンバーの皆 

様に「笑顔」になっていただけたことが大変うれしく思います。 

 また、様々なイベントが中止となる中で、私たちの様に営利目的ではない団体が有観客でイベント型の 

事業を実施することができたことは、外部団体や一般企業に対し指針となる一例を作ることができたと考 

えます。 

青年会議所会員として、どのような状況下でも、「まち」と「まちの人」の為にできることや方法を模 

索し、全力を尽くし活動を行っていくことが最も重要であると強く感じたと同時に、組織全体で同じ目的

に向かって行動することで、どんな事でも実現できるのだと改めて体感をさせていただきました。 

    今回の事業では、ＯＢ特別会員の皆様、企業、団体など多くの方から多大なご支援、ご協力をいただき 

事業を実施することができました。何より、現役メンバーの皆様には、準備段階から事業当日まで沢山の 

ご協力をいただき、皆様のお力添えが無くては、本事業を実施することは不可能であったと感じておりま 

す。本当に有難うございました。 

 一年を通じて、委員会メンバーをはじめ、メンバーの皆様には本当に支えていただきました。自身の所 

信である「縁」そして「繋がり」の大切さを私自身１番学ばせていただいたと感じております。このよう 

な貴重な経験と濃密な時間を過ごさせていただけたのも、尾道青年会議所という組織があってのことであ 

り、素晴らしいメンバーと同じ時間を共有させていただけたお陰と強く感じております。 

本年度も残りわずかとなりますが、当委員会一丸となって尾道青年会議所の活性化の一助となれるよう 

最後まで取り組んでまいりますので、引き続き宜しくお願い致します。 
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（13）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支計算明細書（案） 

２５２５サプライズショー タイムスケジュール・警備計画（参考資料） 

火薬類（煙火）消費許可申請書（参考資料） 

都市公園占有許可書（参考資料） 

笑顔を繋ごう！おのみち２５２５プロジェクト事業報告書（案） 

 

第１２回理事会 ２０２１年 １２月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 300,000 300,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 2,900,000 2,900,000 0 企業協賛金　1口　2万×145口
募 金 収 入 0

3,200,000 3,200,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 136,000 136,000 0 花火業者人件費、申請代書料、司会代
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 75,470 75,470 0 びんご運動公園施設利用料
設 営 費 支 出 68,290 68,290 0 照明代、消防署申請許可書、芝生養生費
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 279,760 279,760 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0

企 画 費 支 出 1,350,842 1,350,842 0

ラッピング（施工、デザイン、掲載料）、ポスター印刷、
ポスターケース、レッドカーペット、マイクスタンド、テーブ
ルクロス、自立式顔出しパネル看板、スタンド花、クラッ
カー、バス出発装飾用備品

演 出 費 支 出 1,380,000 1,380,000 0 花火打ち上げ料
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 2,730,842 2,730,842 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 42,900 42,900 0 チラシ印刷代、写真投稿マニュアル
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 42,900 42,900 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 16,239 16,239 0 チケット、来場者案内文書5種

小　計 16,239 16,239 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 100,000 100,000 0 イベント保険料
通 信 費 支 出 16,965 16,965 0 振込手数料、チケット発送料
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 7,800 7,800 0 収入印紙、音響用コード

5,494
3,200,000 3,200,000

●余剰金  5,494

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

事業収支計算書（案）
次代に繋げる組織づくり事業の調査・研究・実践

テーマ「笑顔を繋ごう！おのみち２５２５プロジェクト」

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

5,494

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 300,000 300,000 0

寄 付 金 収 入 1口2万円×145口 2,900,000 2,900,000 0 企業協賛金

0

0

0

3,200,000 3,200,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 人件費支出 花火業者人件費、申請代書料 120,000 120,000 0 (有)森上煙火工業所

人件費支出 司会代 16,000 16,000 0 尾道市観光協会

会場費支出 施設利用料 91,220 91,220 0
びんご運動公園
（11/5、11/6、11/7）

設営費支出 消防申請許可書 7,900 7,900 0 尾道消防局

設営費支出 芝生養生費 44,640 44,640 0 楽天

0

279,760 279,760 0

企画演出費支出 演出費支出 花火打ち上げ料 1,380,000 1,380,000 0 (有)森上煙火工業所

企画費支出
バスラッピング作成料×２台
広告料×２台

1,039,000 1,039,000 0 おのみちバス㈱

企画費支出
ﾎﾟｽﾀｰ印刷代
・3種×20枚

60,720 60,720 0 紙誠㈱

企画費支出
ﾎﾟｽﾀｰ印刷代
・1種×150枚

56,100 56,100 0 紙誠㈱

企画費支出 ポスターケース×３ 3,300 3,300 0 紙誠㈱

企画費支出

・レッドカーペット×1　＠5,400　税別
・マイクスタンド　×2　＠3,000　税別
・テーブルクロス×2　＠2,000　税別
・値引き　＠ｰ300　税別

11,110 11,110 R＆Rレンタル尾道

企画費支出 ラッピングデザイン料 75,000 75,000 0 YUUKI Design

企画費支出 屋外自立式顔出しパネル看板×2 85,800 85,800 0 ㈱鉄道広告

企画費支出 スタンド花×1基 10,000 10,000 0 花のよしはら

企画費支出 バス出発式クラッカー代 7,568 7,568 0 ドン・キホーテ

企画費支出

バス出発式装飾用備品
・バティックロール　＠1,120
・キャピタルリボン　＠　924
・イベント用品　　　 ＠　200

2,244 2,244 0 パッケージプラザ

小　　計　　 2,730,842 2,730,842 0

広報費支出 作成費支出 チラシ印刷代 37,400 37,400 0 紙誠㈱

作成費支出 写真投稿マニュアル 5,500 5,500 0 紙誠㈱

0

0

42,900 42,900 0

資料作成費 作成費支出 花火チケット1,000枚 12,309 12,309 0 ラクスル

作成費支出
来場者案内文書
5枚×262組×3円

3,930 3,930 0 事務局

0

0

16,239 16,239 0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 イベント保険 100,000 100,000 0 T.N　PLANNING

通 信 費 支 出

振込手数料　550×1、825×1
チケット送料　84円×100
　　　　　　　　  94円×75
　　　　　　　　140円×1

16,965 16,965 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出
収入印紙　200×25枚　＠5,000
音響用備品　＠2,800

7,800 7,800 0

5,494

5,494

3,200,000 3,200,000支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

収支計算明細書(案)

次代に繋げる組織づくり事業の調査・研究・実践
テーマ「笑顔を繋ごう！おのみち２５２５プロジェクト」

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：地域教育実践委員会 

                                                       委員長名：島田 昌広 

 

（１）議案名 次世代育成事業の調査・研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名 テーマ 「おしごとウラがわ 探険バスツアー！」 

 

（３）事業実施に至る背景 

    衣・食・住は人の生活に欠かせない要素ですが、そこから派生する様々な技術の発展により、人々

の生活は見違える程、豊かになりました。しかし、物が溢れ、満たされることが当たり前になって

しまうことで、自分の置かれている環境に「ありがとう」という気持ちを感じることが難しくなっ

ています。子ども達には、自分たちの住むまちを支える大人達との関わりの中で、感謝の気持ちを

育む機会が必要と考えます。それは子ども達にとって、地域を支える仕事の魅力を知ることにもつ

ながります。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

ａ．（対外）生活を支える環境には、働く人たちの「思い」があることを知ることで、人や物に 

対して感謝の気持ちが生まれます。日常が「ありがとう」という気持ちで満たされ 

たまちは、きっと幸せで溢れています。そんなまちを創造する為、時代を担う子ど 

も達に、地域を支える仕事の魅力を学びながら、「ありがとう」を感じる大切さを 

伝えることを目的とします。 

 

ｂ.（対内）子が親を見て育つように、我々親世代も子ども達から見られています。事業に真剣 

に向き合う姿を見せることで、子ども達に対して模範を示すことの大切さを再確認 

して頂くことを目的とします。 

 

（５）事業概要 

ａ．実施日時 ２０２１年 １１月 ６日（土）８：４５～１５：４５ 

ｂ．場  所 尾道市内 企業３社 

            ・株式会社 佐藤工務店 

            ・尾道造船 株式会社 

            ・株式会社 啓文社 

ｃ．実施組織・推進リーダー 地域教育実践委員会 委員 岩井達也 

                            委員 村上康 

                            委員 中川裕智 

 

（６）参加人員  内部  ９名   外部  ３０名     計  ３９名 

（内部内訳：配偶者    名、子ども  ３０名） 

  

（７）事業の目的は達したか 

 一日で３社を訪問するタイトなスケジュールの中で、それぞれの企業での学びが断片的で希薄な

ものにならないように、バス内での事前講義を取り入れました。各企業の担当者様と打ち合わせを
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重ね、基礎的な知識をバス内で学び、企業訪問ではより専門的なことや、見学・体験を通して実感

できることを教えて頂きました。事前講義と企業訪問で内容を完結させることで、限られた時間を

有効に使うことができたと思います。「ありがとうを感じる大切さを伝える」を目的とした事業で

したが、アンケートだけでなく、企業へのお礼のメッセージカードにも、「私たちが安全に使える

ようにやってくれていることが伝わってきた」「私たちの生活を支えてくれている」等、感謝のコ

メントが多く見られました。また、ご協力頂いた企業の担当者様からも、「新しい形の見学・体験

を実施することができて参考になった」「今後もこういった事業があれば協力したい」というお言

葉を頂き、子ども達に地域を支える大人たちとのつながりを持ってもらう一助にもなったと思いま

す。「楽しい」だけでなく、尾道の仕事の魅力を伝える中で、「感謝」の気持ちを育むことができ

たことから、本事業の目的は達したと考えます。 

 

（８）実施上の問題点 

   ・先着にもれた申込者へのご連絡や、参加者への直前の「体調・注意事項確認」の連絡がつながり 

づらいご家庭があったので、申込書に「連絡を取りやすい時間帯」を記入して頂くと、何度もご 

連絡する手間がかからなかったと思います。 

   ・当初、開会式・閉会式ともに「尾道東公園」に集合して頂く様にご案内していましたが、解散時 

刻（１５：４５）は公園を利用する一般の方々で駐車場が混み合うことから、直前に閉会式を「株 

式会社味昆」の駐車場に変更することになりました。当日の受付時に「閉会式・解散場所の変更 

のお知らせ」を配布することになったので、事前に同曜日の解散予定時刻の現地調査が不十分だ 

ったと思います。 

   ・基本的には開会式と閉会式は同じ場所で行う方が、参加者の混乱を防ぐことにつながると思いま 

す。なるべく企業の駐車場をお借りすることなく実施できるように、公共の施設等にご相談に伺 

う等、事前の駐車場の確保が重要だと感じました。 

 

（９）次年度への引継事項 

   ・写真や動画撮影は各企業の社内規定によって了承頂けないケースがあるので、事前に確認が必要 

です。本事業では、当初尾道造船様のみ写真と動画の撮影はＮＧとされていましたが、当日に撮 

影した写真を担当者様に確認して頂き、ご了承頂いた物に関しては使用許可を頂きました。 

   ・バス内の事前講義を行いましたが、事前に移動時間を調査し、余裕を持ったタイムスケジュール 

を作成することが大切だと思います。バス内で参加者が体調を崩してしまう事態等も想定し、時 

間配分や人員配置、対応策を検討しておく必要があります。 

   ・アンケートやメッセージカードを事業当日に書いてもらったことが効果的だったと思います。事 

業に対する率直な感想や、訪問した企業の担当者の皆さんへの感謝の気持ちや感動を素直に書い 

てもらえたと思います。 

   ・啓文社での体験が予定の終了時間より１５分程過ぎてしまいました。計画段階で体験時間をもう 

少し長く設定すべきだったと思います。急遽本社での講義時間を短くして頂くことで調整しまし 

たが、最後のアンケート・メッセージカードの記入時間も数分短くなったので、子ども達に余裕 

を持って書かせてあげるべきだったと思います。 

・企業で子ども達に配布された資料や講義内容には、小学４年生～６年生には一部難しい内容もあ 

りました。企業での講義内容について、事前にシナリオ（配布資料）を頂く、可能であれば講義 

を見せて頂く等、打ち合わせ段階で確認が必要だと感じました。 

   ・職場体験の事業を実施して、今後さらに対象年齢を広げ、参加者を増やしての実施も可能だと感 

じました。企業数を増やしての実施、申込時の企業の選択制、低学年（１年生～３年生）と高学 

年（４年生～６年生）に分けての実施、３社のご協力でもＡ社⇒Ｂ社⇒Ｃ社、Ｃ社⇒Ａ社⇒Ｂ社 

    と２グループで時間帯をずらしての実施等、色々な方法で規模を拡大することができると思いま 
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す。この度ご協力頂いたどの企業の担当者様からも、「今後もできることは協力していきたい」 

というお言葉を頂きました。職場見学・体験を実施する際の参考になればと思います。 

 

（１０）委員長所見 

     小学生対象の事業は、メンバーがいかに自然体で臨めるかが重要だと思います。ぎこちなさや 

緊張感は、子ども達に伝わってしまいます。入念な打ち合わせ、リハーサルを重ねることで、気 

持ちに余裕がうまれ、自信を持って子ども達と向き合うことができ、子ども達の笑顔を引き出せ 

るのだと思います。 

委員会メンバーが各企業との打ち合わせの中で、「委員会の思い」と「企業の思い」をしっか 

り伝え合い、担当メンバーが自分の言葉で講義内容を作り上げ、リハーサルの度にクオリティを 

高めてくれました。その結果、当日はメンバー全員がリハーサル以上の力を発揮し、事業を良い 

形で終えることができたのだと思います。 

怪我やトラブルもなく、参加してくれた子ども達に喜んで頂けたのも、皆様のご指導・ご協力 

    があったからこそだと感謝しております。本当にありがとうございました。 

 

（１１）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支計算明細書（案） 

アンケート集計結果（参考資料） 

メッセージカード（参考資料） 

企業お礼訪問（参考資料） 

事前講義シナリオ・配布資料（参考資料） 

閉会式・解散場所変更について（参考資料） 

事業実施までの流れ（案） 

事業を終えての対応（参考資料） 

 

第１２回理事会  ２０２１年 １２月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 300,000 300,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入

登 録 料 収 入 登 録 料 収 入 15,000 15,000 0 参加費／500円×30名
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

315,000 315,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 15,000 15,000 0 やすもと（＠500円×30名）
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 57,750 57,530 220
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 72,750 72,530 220
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 24,880 22,421 2,459
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 24,880 22,421 2,459
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 30,000 30,000 0 （有）桂馬蒲鉾商店（10,000円×3社）

小　計 30,000 30,000 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 26,400 26,400 0 紙誠
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 26,400 26,400 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 180 180 0 アンケート・しおり（30名分）
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0 0

小　計 180 180 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0
保 険 料 支 出 4,470 4,470 0 賠償責任保険
通 信 費 支 出 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0
雑 費 支 出 0

事 業 予 備 費 支 出 156,320

158,999
315,000 315,000支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

余　剰　金

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支計算書（案）

おしごとウラがわ　探険バスツアー！

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 300,000 300,000 0

登録料収入 登録料収入 参加費／500円×30名 15,000 15,000 0

0

0

0

315,000 315,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費支出 おのみちバス貸切 57,200 57,200 0 大型バス一台

設営費支出 消毒液・絆創膏・ガーゼ・包帯・テープ 550 330 220 ダイソー

食事代支出 昼食代 15,000 15,000 0 やすもと（＠500円×30名）

0

0

0

0

72,750 72,530 220

企画演出費支出 演出費 お菓子 15,000 13,949 1,051 お菓子本舗

演出費 ビニール袋 110 110 0 ダイソー

演出費 現像代 4,500 3,750 750 せいのカメラ店（25円×5枚×30名）

演出費 封筒 660 660 0 ダイソー

演出費 切手代 2,520 2,520 0 郵便局

演出費 コルクボード 990 990 0 ダイソー

演出費 メッセージカード 220 220 0 ダイソー

演出費 画鋲 330 110 220 ダイソー

演出費 シール 550 112 438 ダイソー

24,880 22,421 2,459

講師関係費支出 記念品代支出 訪問企業記念品 30,000 30,000 0 （有）桂馬蒲鉾商店（10,000円×3社）

0

0

0

30,000 30,000 0

広報費支出 作成費支出 チラシ印刷・デザイン作成料 26,400 26,400 0 紙誠

0

0

0

0

0

0

26,400 26,400 0

資料作成費支出 資料費支出 アンケート 90 90 0 事務局（＠3円×30名）

資料費支出 しおり 90 90 0 事務局（＠3円×30枚）

0

0

0

0

0

180 180 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 賠償責任保険 4,470 4,470 0 東京海上日動火災保険株式会社

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

158,999

315,000 315,000

  余 　　　剰　 　　金　　　

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出 156,320

収支計算明細書(案)

おしごとウラがわ　探険バスツアー！

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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おしごとウラがわ 探険バスツアー 

アンケート集計結果（参考資料） 

 
●参加人数：３０名 

回収枚数：３０枚 

 

（学年内訳） 

 ・４年生／１９名 ・５年生／１０名 ・６年生／１名 

 

1. みんながふだん生活しているウラがわで、たくさんの人ががんばっているのが、わかりました 

か？ 

□わかった・・・・・・３０名 

□わからなかった・・・・０名 

 

2. たくさんの人ががんばっていることが、自分たちの生活を支えていることがわかりましたか？ 

 

□わかった・・・・・・３０名 

□わからなかった・・・・０名 

 

3. みんなの生活をささえてくれている人たちに、「感謝」のきもちをもてましたか？ 

 

□もてた・・・・・・・３０名 

□もてなかった・・・・・０名 

 

4. バスの中のお話は、よくわかりましたか？ 

 

□よくわかった・・・・２２名 

□すこしわかった・・・・８名（４年生⇒６名、５年生⇒２名） 

    □むずかしかった・・・・０名 

 

５．今日見学に行った会社の人のお話は、よくわかりましたか？ 

 

□よくわかった・・・・２５名 

□すこしわかった・・・・５名（４年生⇒３名、５年生⇒２名） 

    □むずかしかった・・・・０名 

 

6. また同じようなイベントに参加したいと思いますか？ 

 

    □おもう・・・・・・・２８名 

    □どちらでもない・・・・２名（４年生⇒１名、５年生⇒１名） 

    □おもわない・・・・・・０名 
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【株式会社 啓文社 様 お礼訪問（11 月 12 日）】 
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【株式会社 佐藤工務店 様 お礼訪問（11 月 15 日）】 
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【尾道造船 株式会社 様 お礼訪問（11 月 15 日）】 
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8-14



8-15



8-16



8-17



8-18



8-19



8-20



8-21



8-22



8-23



8-24



8-25



8-26



8-27



8-28



8-29



8-30



8-31



8-32



8-33



8-34



≪事業実施までの流れ≫（案） 

≪企業選定の経緯≫ 

 事業目的である、“「ありがとう」を感じる大切さを伝える”ために、企業選定をする上で以下の点が 

重要と考えました。 

 

① 子ども達が仕事を身近に感じられること  （※下記の理由で合致） 

 

・道路・建物等、子ども達の生活をささえる仕事である。（佐藤工務店） 

・学校教材も扱っており、本は子ども達にとって学習ツールでもっとも身近なものである。（啓文社） 

・尾道に住む子ども達にとって、造船は必ず目にする仕事である。（尾道造船） 

 

② 仕事に魅力を感じられること  （※下記の理由で合致） 

 

・ものが造り上げられていく過程を間近で見ることができる。（佐藤工務店・尾道造船） 

・たくさんの人と一緒に、一つのものを造り上げる達成感がある。（佐藤工務店・尾道造船） 

・住宅や土木等、人々の生活を豊かにし、たくさんの人に喜んでもらえる。（佐藤工務店） 

・色々な本に出会い、たくさんのお客さんと関わりながら、本の魅力を伝えていくことができる。 

本が身近にあることで、常に新しい「学び」のある仕事である。（啓文社） 

 

③ 尾道をより好きになってもらえること  （※下記の理由で合致） 

 

 ・尾道を支える歴史のある企業である。（佐藤工務店・尾道造船・啓文社） 

 

≪打ち合わせの内容≫ 

  1 回目：事業実施に至る「背景・目的」をお伝えし、子ども達に何を学んでほしいのかを明確にする。 

           こちらの要望等もお伝えし、対応可否を確認する。委員会メンバーによる事前講義の範囲、 

訪問時に学ぶ範囲を話し合う。また事前講義の参考となる資料の提供をお願いする。 

  2 回目：事前講義（シナリオ・クイズ）と訪問時に学ぶ内容を確認し合う。企業の見学・体験中の 

子ども達の動線や、細かいタイムスケジュールを検討する。 

3 回目：事前講義・見学（体験）内容の最終確認をする。当日の注意事項や、イレギュラー対応等を 

    確認する。 

 

≪事前講義に関して企業からの要望≫ 

 【佐藤工務店】 

建築中の建物の前で、少し専門的な話をしていくので、事前講義やクイズは「建築・土木」の基本 

知識を中心に話してほしい。 

【尾道造船】 

見学では、船の内部や建造の工程等細かい部分を説明するので、事前講義やクイズは、尾道造船の 

会社の紹介や、船の種類（それぞれ船の役割）を中心に話してほしい。 

 【啓文社】 

体験直前の事前講義なので、本屋さんの仕事を「楽しそう！」と思えるようなクイズにしてほしい。 
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【事業を終えての対応】 

（参考資料） 

① 参加者にお礼の手紙を郵送 

② 集合写真１枚とお子さんの見学・体験中の写真を４枚（計５枚）を同封 

③ お子さんの見学・体験中の動画を見て頂けるように、QR コードを手紙に添付 

※動画は 25 分程度となっております。                   【QR コード】 

 ※視聴期限：2022 年 3 月 31 日 

≪動画内容≫ 
 

1. バス到着（佐藤工務店／建設現場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 佐藤工務店／建設現場見学              

・担当の佐藤さんから建築・土木のお話を伺いました。 
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3. 啓 社コア福  店／職場体験 ⇒ 啓文社本社での講義 

・5 班に分かれて、5 つの業務を体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇新しい本を段ボールから取り出す開花業務       〇売れ残った商品の返品作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇接客業務 

                                〇店頭整理 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇商品陳列               〇お楽しみのアイスタイム 
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・尾道造船／見学風景（動画無） 

 ※動画撮影は NG の為、使用許可を頂いた写真となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       〇見学に出発                〇講義を受けながら見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇会議室をお借りして昼食              〇集合写真 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：総務広報委員会 

                                                       委員長名：小西 琢真 

 

（１）議案名 

卒業例会行事 事業計画（案）予算（案）に関する件 

 

（２）事業名 

   卒業例会 テーマ「恩返し ～感謝と敬意～」 

 

（３）事業実施に至る背景 

今年は８名のメンバーが尾道青年会議所をご卒業されます。卒業生の新たなステージへの旅立ち

を祝福するとともに、私たちを導いて下さった卒業生へ感謝と敬意を表し恩返しする場として「卒

業例会」を開催する必要があります。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）卒業生の皆さまが尾道青年会議所に入会してからこれまで、前向きに楽しくご活動

されてきた思い出を振り返り、感謝の気持ちを共有し、敬意をもって卒業生を祝福

することを目的とします。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２１年１２月１５日（水） 例会セレモニー １８：３０～１８：４０ 

        受付・ＯＢ入場 １８：４５～１９：００ 

        卒業式     １９：００～２１：００ 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥３７５，５７０円（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部 ７３名     外部 ５２名     計 １２５名 

（内部内訳：現役会員 ５７名 新入会員  ８名 卒業生 ８名 ） 

（外部内訳：特別会員 ２７名 ＯＢ会員 ２５名（仮）） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 総務広報委員会 委員 森田 洋一郎 

                             亀田 康寿 

        ｈ．実施手順・プログラム 

                  ２０２１年１０月２６日（火） 第１０回正副理事長会議 協議 

                  ２０２１年１１月 ８日（月） 第１１回理事会     協議 

                  ２０２１年１１月２６日（金） 第１１回正副理事長会議 審議 

                  ２０２１年１２月 ６日（月） 第１２回理事会     審議 

                  ２０２１年１２月１５日（水） 実施 
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（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

本例会は、①挨拶・ＯＢ紹介、②オープニング映像、③卒業生紹介・送辞・答辞（代表者挨拶を

含む）、３つの構成とします。 

 ①最初に理事長と安保会長に挨拶をして頂き、これから卒業式が始まる厳粛な雰囲気を醸成しま

す。次にご来場くださったＯＢを紹介することで、多くの方から卒業生へ祝福の言葉を送って

頂きます。 

 

 ②オープニング映像では、卒業生がどのようなＪＣ活動を行ってきたか、約３分間の映像を用い

て振り返ります。卒業生との思い出を皆さんで共有し、送辞に感情移入しやすい設えとします。 

 

 ③卒業生の入会から今日に至るまでの活動の軌跡をショートムービーにて紹介致します。選曲は、

卒業生のリクエスト曲を流すことで、送辞・答辞へ向かう気持ちを高めてもらいます。その後、

送辞・答辞は例年同様の流れをとり、送る側と送られる側の思いを伝えます。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

①今年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、去年と同様に懇親会を無くした卒業例会を企画

しました。 

②ＯＢ席を会場の奥側とする事で、現役メンバーでお出迎えする体制を整えます。 

③卒業生へアルバムを作成し、贈らせて頂きます。例年、写真データをＤＶＤに焼いてお渡しして

いますが、紙媒体のアルバムとすることで見て頂ける機会が増えると考えています。なぜなら、

今年のＪＣライフはデータではなく紙でお配りすることで、より多くのメンバーに読んで頂けま

した。同様に思い出の写真もデータでお渡しするより、紙でお渡しするのが良いと考えました。 

④今まで以上に敬意が伝わるように会場のビニールクロスを布クロスに変更し、生花を演台に設え

ます。またＯＢ席へは温かいお茶をご用意させて頂きます。感染拡大対策として、ペットボトル

とします。 

⑤さらに本例会テーマにある「敬意」をより表現する為、そして厳かな設えとする為、卒業生入退

場経路全てにレッドカーペットを敷きます。 

 

（８）審議のポイント 

   内容・予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見）感謝と敬意について思いを教えてください。 

対応）厳粛な雰囲気の卒業式とすることで、敬意を表したいと考えております。そして卒業生には

手作りのアルバムをプレゼントする事で感謝を伝えます。 

 

 

意見）卒業例会は全員で協力して行う必要があると思います。その為には、もう少し資料があると

わかりやすいと思います。 

対応）他委員会の動きが分かる資料を追加させていただきました。 

 

 

意見）送辞の前のＯＢからの一言についてですが、送辞の前にいただく形となりますが、送辞がや

りにくくならないでしょうか 

対応）送辞前の卒業生紹介をショートムービーに変更させていただきました。 
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意見）造花を用意するとありますが、生花の方が良いのではないでしょうか。 

対応）生花に変更しました。 

 

 

意見）オープニングムービーが３分ということでしたが、８名の卒業予定者がおりますが、どのよ

うに分配されるのでしょうか。一人あたりの時間が短くなるように思います。 

対応）ムービーが長すぎると間延びしてしまうので、３分程度で作成を考えております。 

 

 

意見）テーマが「恩返し」ということですが、違和感があります。卒業生を送り出す会なので、「旅

立ち」など卒業生が主役のテーマの方が良いのではないでしょうか。 

対応）先輩との出会いに感謝し、先輩方が今まで繋いでこられたバトンを残された私たちがしっか

りと受け取ることで、安心してご卒業して頂くことが恩返しにつながると考えます。 

 

 

意見）花束を卒業生に渡すのは委員会メンバーなのでしょうか。また、予算に花束が上がっており

ません。 

対応）花束は卒業生の所属する委員長よりお渡していただきます。花束代に関しては、現役会員で

特別会計により均等に振り分けさせて頂きます。ご理解をよろしくお願い致します。 

 

 

意見）ショートムービーは作成した方が良いのではないかと感じました。また、卒業生の登壇時の

ＢＧＭはどうなっているのでしょうか。卒業生それぞれの思い入れのある曲を使われた方が

良いかと思います。 

対応）ショートムービーを作成し、そこで卒業生のリクエスト曲を使わせていただきます。 

 

 

意見）卒業生に渡すのが「ＣＤ－Ｒ」になっておりますが、映像等渡すのであれば「ＤＶＤ―Ｒ」

の方が良いかと思います。 

対応）ＤＶＤ－Ｒに変更しました。 

 

 

意見）ショートムービーを辞めたところで、パワーポイントの決定的な良さがあれば教えて下さい。 

対応）設えをショートムービーに切り替えました。 

 

 

意見）それぞれ卒業生を紹介するということですが、歴に差がありますが、紹介のボリュームが大

分違ってきたりしないでしょうか。 

対応）紹介動画の時間配分を全員同じとすることで、歴の差は出てきません。 

 

 

意見）タイムスケジュールについて、全体的に短く設定されているように感じます。時間配分につ

いて再度精査された方が良いのではないかと思います。 

対応）再度検討し、変更させて頂きました。 
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意見）案内文にコロナ対策が書かれておりますが、昨年は「チェックシート」がありましたが、そ

ういった物は無いのでしょうか。 

対応）資料に付け加えさせて頂きました。 

 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

①卒業生を現役メンバー全員でお祝いし、盛大に送り出したいと思いますので、各委員長にはメン

バーの方々に出席の案内をよろしくお願いいたします。 

②例会開始時刻が変更しております、周知徹底をよろしくお願いします。 

③花束代については、特別会計より現役メンバーで均等に振り分けさせて頂きます。ご理解ご協力

をよろしくお願いいたします。 

④受付や先輩方のお出迎え等をメンバー全員で対応する必要があります。各委員長には改めでご案

内いたしますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

１２月例会セレモニー次第（案） 

卒業式次第（案） 

タイムスケジュール（案） 

卒業例会概要（案） 

会場レイアウト（案） 

追加備品（参考資料） 

アルバム費見積書（参考資料） 

会場費見積書（参考資料） 

動画作成費見積書（参考資料） 

送辞用紙見積書（参考資料） 

看板レイアウト（案） 

看板作成費（参考資料） 

感染拡大防止対策（参考資料） 

健康状態確認書（参考資料） 

 

第１２回理事会 ２０２１年 １２月 ６日 
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 60,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 221,706 315,570 -93,864
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

281,706 375,570 -93,864

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 9,900 -9,900 国際ホテル
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 205,000 274,720 -69,720 国際ホテル、メディアジャンクション
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 16,500 -16,500 国際ホテル

小　計 205,000 301,120 -96,120
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 13,750 37,265 -23,515 花のよしはら、紙誠、YUUKIDesign
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 13,750 37,265 -23,515
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 15,120 33,310 -18,190 エディオン尾道店、紙誠

小　計 15,120 33,310 -18,190
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 47,836 3,875 43,961

281,706 375,570 -93,864支　　出　　合　　計

事

　

　

業

　

　

費

　

　

支

　

　

出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事

　

　

業

　

　

費

　

　

支

　

　

出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

卒業例会　テーマ「恩返し　～感謝と敬意～」

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 60,000
事業予備費繰入収入 120,000

正会員＠2,178×65名 141,570 例会食事代を繰入

特別会員＠2,000×27名 54,000 例会食事代を繰入

合　　計　　 375,570

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出 設営費支出 看板代 7,000 (有)メディアジャンクション

設営費支出 会場使用料 193,600 尾道国際ホテル

設営費支出 テーブルクロス（白布に変更） 21,120 尾道国際ホテル

レンタル料 スクリーン大（縦2.4ｍ×横2.7ｍ） 16,500 尾道国際ホテル

食事代 緑茶300ml@150×６０名 9,900 尾道国際ホテル

設営費支出 生花 22,000 尾道国際ホテル

設営費支出 レッドカーペット 31,000 オークリッチ

小　　計　　 301,120

企画演出費支出演出費支出 コサージュ＠1,100×８名 8,800 花のよしはら

送辞用紙＠385×９名 3,465 紙誠㈱

映像作成費 25,000 YUUKIDesign

小　　計　　 37,265

資料作成費支出 作成費支出 DVD-R（１０枚入り） 750 エディオン尾道店

作成費支出 アルバム＠８名 32,560 紙誠

小　　計　　 33,310

小　　計　　 0

小　　計　　 0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 3,875

合　　計　　 375,570

収支予算明細書（案）

卒業例会　テーマ「恩返し　～感謝と敬意～」

事業費支出
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一般社団法人 尾道青年会議所 

１２月例会セレモニー 次第 

 

日時：２０２１年１２月１５日（水） 

１８：３０ ～ １８：４０ 

場所：尾道国際ホテル 

 

 

１． 開 会                       １８：３０ 

２． 点 鐘 

３． 国家並びにＪＣソング斉唱 

４． ＪＣＩクリード唱和 

５． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 

６． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７． 紹介事項 

８． 配布資料の確認 

９． 理事長挨拶                     １８：３５ 

１０．報告連絡事項 

  ①理事長報告 

  ②委員会報告 

  ③出向者報告 

  ④同好会報告 

  ⑤その他 

１１．連絡事項 

   事務局連絡 

１２．直前理事長総評 

１３．閉会 

１４．点鐘                        １８：４０ 
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一般社団法人 尾道青年会議所 

卒業式 次第 

 

日時：２０２１年１２月１５日（水） 

１９：００ 

場所：尾道国際ホテル 

 

 

１． 開 会                       １９：００ 

２． 卒業生入場 

３． 理事長挨拶 

４． 髙橋宏明シニアクラブ会長挨拶 

５． ＯＢ紹介 

６． 祝電紹介 

７． オープニングムービー 

８． 委員長挨拶 

９． 卒業生紹介 送辞・花束贈呈・答辞 

１０． 現役会員代表送辞 

１１． 卒業生代表答辞 

１２． エンディングムービー 

１３． 副理事長謝辞 

１４． 卒業生退場 

１５． 閉会                        ２１：００ 
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２０２１年 卒業例会タイムスケジュール（案） 

 

日時 ２０２１年１２月１５日（水） 

場所：尾道国際ホテル 

 

【タイムスケジュール】 

０．例会セレモニー   １８：３０ １０分 

  受付準備    １８：４０ ５分 

受付 ＯＢ入場   １８：４５ １５分 

１．開会    １９：００ １分 

２．卒業生入場    １９：０１ ２分 

３．理事 挨拶    １９：０３ ５分 

４．髙橋宏明シニアクラブ会 挨拶  １９：０８ ５分 

５．ＯＢ紹介    １９：１３ ５分 

６．祝電紹介    １９：１８ １分 

７．オープニングムービー  １９：１９ ３分 

８．委員 趣旨説明   １９：２２ １分 

９．卒業生紹介 送辞・花束・答辞 １９：２３ ８０分 

 ・紹介ＰＰ １分 

 ・登壇・降壇 １分（各０．５分） 

 ・送辞・答辞 ６分（各３分） 

 ・花束  １分  

 一人当たり ９分×８名＝７２分（＋予備８分） 

 

10．現役会員代表送辞   ２０：４３ ５分 

 ・卒業生登壇（２分） 

 ・代表送辞 今岡理事 予定者（３分） 

11．卒業生代表答辞   ２０：４８ ５分 

 ・代表答辞 卒業生代表（３分） 

 ・卒業生降壇（２分） 

12．エンディングムービー  ２０：５３ ３分 

13．副理事 謝辞   ２０：５６ ２分 

14．卒業生退場    ２０：５８ ２分 

15．閉会    ２１：００ 

  ＯＢお見送り   ２１：００ 
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【タイムスケジュール】（オンライン形式）※緊急事態宣言等の場合 

 卒業生及び主要な方は、国際ホテルで実施し、その他のメンバーは ZOOM にて参加して頂きます。 

 

０．例会セレモニー   １８：３０ １０分 

  ２０分休憩 

１．開会    １９：００ １分 

２．卒業生入場    １９：０１ ２分 

３．理事 挨拶    １９：０３ ５分 

４．髙橋宏明シニアクラブ会 挨拶  １９：０８ ５分 

  （動画にて） 

５．オープニングムービー  １９：１３ ３分 

６．委員 趣旨説明   １９：１６ １分 

７．卒業生紹介 送辞・花束・答辞 １９：１７ ８０分 

 ・紹介ＰＰ １分 

 ・登壇・降壇 １分（各０．５分） 

 ・送辞・答辞 ６分（各３分） 

 ・花束  １分  

 一人当たり ９分×８名＝７２分（＋予備８分） 

 

８．現役会員代表送辞   ２０：３７ ５分 

 ・卒業生登壇（２分） 

 ・代表送辞 今岡理事 予定者（３分） 

９．卒業生代表答辞   ２０：４２ ５分 

 ・代表答辞 卒業生代表（３分） 

 ・卒業生降壇（２分） 

10．エンディングムービー  ２０：２７ ３分 

11．副理事 謝辞   ２０：３０ ２分 

12．卒業生退場    ２０：３２ ２分 

13．閉会    ２０：３４ 
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２０２１年 卒業例会概要（案） 

 

【テーマ】        「恩返し  感謝と敬意 」 

日時 ２０２１年１２月１５日（水） 

場所：尾道国際ホテル 

 

【例会セレモニー】 

 ①例会セレモニーをＯＢ会員入場前に行うことで、ＯＢ会員が卒業式に集中できるようにします。 

 

【開場・OB 入場】 

①OB 席を会場の奥側に設えています。現役メンバー全員拍手をもって先輩をお出迎えし、気持ちよく

卒業式へ参加して頂けるようにします。 

②例会セレモニー終了後は、OB お出迎えの為、速やかに入口の両サイドにお集まりください。 

③喫煙所の使用は控えてください。 

③受付は例年事務局対応となっております。 

④クローク係に関しては、他委員会にお願いします。 

⑤理事 、専務は  で諸先輩 をお出迎えして頂き、席へのアテンドは副理事 にお願い致します。 

 

【卒業生入場】 

 ①歴の い卒業生が中央側の席に座るため、歴の短い順に入場してもらいます。 

 ②卒業生が通る道にレッドカーペットを敷く事で敬意を表し、厳粛な雰囲気を醸成します。 

 

【理事 挨拶・安保会 挨拶】 

 ①式の初めに理事 と安保会 から挨拶を頂き、卒業式に向けて出席者全員の気持ちを一つにします。 

 

【OB 紹介】 

①先輩のお名前をお呼びして、お祝いの言葉をもらいます。懐かしい先輩方からお言葉を頂くことで、

卒業への気持ちをより一層高めます。 

②祝電を受付にて閲覧できることを紹介します。 

 

【オープニング】 

 ①卒業生全員を３分間の動画で紹介し、厳粛な卒業式の雰囲気を演出いたします。 

 

【卒業生紹介 送辞・花束・答辞】 

 ①送辞の前に、ショートムービーを上映し、卒業生を紹介します。 

 ②厳粛な雰囲気で行うため、送辞は一人で述べてもらいます。 
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【代表送辞・代表答辞】 

 ①今岡理事 予定者より代表送辞をして頂きます。 

 ②最も歴の い加度卒業予定者から代表答辞をして頂きます。 

 

【エンディングムービー】 

①今年行った４つの事業を約３分間の動画として流し、一年間を振り返ります。同時に現役メンバーが

頑張っている姿を先輩方にもご覧になって頂きます。 

 

【OB 退場】 

 ①現役メンバー全員で OB 会員のお見送りをして、気持ちよく卒業式を終え、帰って頂きます。 
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美
ノ
上

溝
口

政
成

髙
山

加
度 小

川
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前

池
田

未来ビジョン

社会開発

地域教育

拡大研修

組織活性化

総務・予備

正副 理
事
長

OB
特別会員

今
岡

レッドカーペット

スクリーン スクリーン

【卒業例会 座席および備品配置レイアウト】

送辞用マイク

レッドカーペット答辞用マイク

プロジェクター②
プロジェクター①

司
会

P A

生
花

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

花束置き用テーブル

会
長

空席

空席

パソコン
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未来ビジョン

社会開発

地域教育

拡大研修

組織活性化

総務・予備

正副

スクリーン スクリーン

 １８：３０【１２月例会セレモニー 配置レイアウト】

プロジェクター②
プロジェクター①

司
会

P A

生
花

花束置き用テーブル

空席

送辞用マイクを
例会終了後移動

させる

理
事
長

空席

9-14



未来ビジョン

社会開発

地域教育

拡大研修

組織活性化

総務・予備

正副

OB
特別会員

スクリーン スクリーン

①１８：４５【OBお出迎え時 配列レイアウト】

司
会

P A
正
副
①

正
副
②

社会開発

地域教育実践 組織活性化

拡大研修 総務広報

生
花

花束置き用テーブル

理
事
長

専
務 ア

ア ⇒アテンド 副理事長
受
付

事
務
局

ク
ロ
ー
ク

拡
大

OB入場時

ア

ア

会
長

空席
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未来ビジョン

社会開発

地域教育

拡大研修

組織活性化

総務・予備

正副

OB
特別会員

スクリーン スクリーン

②１９：００【卒業生入場時 導線レイアウト】

司
会

P A

ドド

ド ⇒ドアマン2名
ア

先 ⇒アテンド 1名

加 美 政 溝

小

大

池

髙

⇒卒業生（入会歴短い順）

生
花

花束置き用テーブル

理
事
長

今
岡

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

会
長

美
ノ
上

溝
口

政
成

髙
山

加
度 小

川
大
前

池
田

空席
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未来ビジョン

社会開発

地域教育

拡大研修

組織活性化

総務・予備

正副

スクリーン スクリーン

③１９：２３ 【送辞・答辞 導線レイアウト】

司
会

P A

⇒答辞者（登壇時）

⇒答辞者（降壇時）

⇒送辞者（名前を呼ばれたらマイクへ）

⇒送辞者（送辞を終えたら帰席）

最後の答辞者は降壇せず待機。
その他の卒業生は司会に合わせ再登壇。

生
花

花束置き用テーブル

送辞者
帰席

花束
待機場所

送辞者
待機場所

OB
特別会員

会
長

美
ノ
上

溝
口

政
成

髙
山

加
度 小

川
大
前

池
田

机の間から登壇して、
降壇で元の席に戻る。

理
事
長

今
岡

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

送
辞

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

花
束

空席
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未来ビジョン

社会開発

地域教育

拡大研修

組織活性化

総務・予備

正副

OB
特別会員

スクリーン

スクリーン

④２０：４３ 【代表送辞・代表答辞 レイアウト】

司
会

P A

⇒卒業生（登壇時）

⇒卒業生（降壇時）

⇒代表送辞者（名前を呼ばれたらマイクへ）

⇒送辞者（送辞を終えたら帰席）

生
花

花束置き用テーブル

代表送辞者
待機場所

代表答辞後席に戻る

空席

会
長

理
事
長
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未来ビジョン

社会開発

地域教育

拡大研修

組織活性化

総務・予備

正副

OB
特別会員

スクリーン

スクリーン

⑤２０：５３ 【エンディングムービー レイアウト】

司
会

P A

⇒卒業生（登壇時）

⇒卒業生（降壇時）

⇒代表送辞者（名前を呼ばれたらマイクへ）

⇒送辞者（送辞を終えたら帰席）

生
花

花束置き用テーブル

空席

会
長

理
事
長

今
岡

美
ノ
上

溝
口

政
成

髙
山

加
度 小

川
大
前

池
田
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未来ビジョン

社会開発

地域教育

拡大研修

組織活性化

総務・予備

正副

OB
特別会員

スクリーン スクリーン

⑥２０：５８ 【卒業生退場 レイアウト】

司
会

P A

⇒卒業生退場ドド

ド ⇒ドアマン2名

ア

ア

卒業生退場時、アテンド役1名待機。
卒業生を会場外までアテンド。

ア ⇒アテンド1名

生
花

花束置き用テーブル

理
事
長

今
岡

会
長

美
ノ
上

溝
口

政
成

髙
山

加
度 小

川
大
前

池
田
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未来ビジョン

社会開発

地域教育

拡大研修

組織活性化

総務・予備

正副

OB
特別会員

スクリーン スクリーン

⑥２１：００ 【OBお見送り時 配列レイアウト】

司
会

P A
正
副
①

正
副
②

社会開発

地域教育実践 組織活性化

拡大研修 総務広報

生
花

花束置き用テーブル

理
事
長

専
務

OB退場時
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追加備品（案） 

 

レッドカーペット（巾 182cm、  さ 12m） ￥０ 生花 ￥２２，０００ 

 
（注：イメージ） 

この写真は造花です 

造花 ￥０ マスク入 お茶代に含む 

 

 

お茶 １本￥１５０ 追加レッドカーペット 

幅 182ｃｍ さ３０ｍ ￥３１，０００ 
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アルバム資料（参考資料）

用紙セットイメージ

レイアウトイメージ

卒業生集合写真
１２月２日撮影予定
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２０２１年度 １２月例会看板 

板製作寸法 及び 基本レイアウト 

 

テ－マ 

  

卒業例会 「恩返し ～感謝と敬意～」 

 
285mm 

 
                2910ｍｍ 
 

 
 

 
予備欄   
 
 
 
 
 
 

 
 
委 員 会 名   
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
135mm 

  
         1210mm 

 

 

総 務 広 報 委 員 会 
 
135mm 
 

          1000mm 
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令和

開催場所

事業名

携帯番号

携帯番号
本日の
体　温

携帯番号
本日の
体　温

携帯番号

1 ℃ 33 ℃ 65

2 ℃ 34 ℃ 66

3 ℃ 35 ℃ 67

4 ℃ 36 ℃ 68

5 ℃ 37 ℃ 69

6 ℃ 38 ℃ 70

7 ℃ 39 ℃ 71

8 ℃ 40 ℃ 72

9 ℃ 41 ℃ 73

10 ℃ 42 ℃ 74

11 ℃ 43 ℃ 75

12 ℃ 44 ℃ 76

13 ℃ 45 ℃ 77

14 ℃ 46 ℃ 78

15 ℃ 47 ℃ 79

16 ℃ 48 ℃ 80

17 ℃ 49 ℃ 81

18 ℃ 50 ℃ 82

19 ℃ 51 ℃ 83

20 ℃ 52 ℃ 84

21 ℃ 53 ℃ 85

22 ℃ 54 ℃ 86

23 ℃ 55 ℃ 87

24 ℃ 56 ℃ 88

25 ℃ 57 ℃ 89

26 ℃ 58 ℃ 90

27 ℃ 59 ℃ 91

28 ℃ 60 ℃ 92

29 ℃ 61 ℃ 93

30 ℃ 62 ℃ 94

31 ℃ 63 ℃ 95

32 ℃ 64 ℃ 96 ℃

年　　　月　　　日

℃

℃

名　前

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

備考

＜事業開催日の健康状態＞　　（参加者すべて記入すること）

名　前
本日の
体　温

℃

名　前

担当委員会 委員会

委員長名

健康状態確認書

本確認書は、例会事業において新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、参加者の健康状態を確認することを目的としています。
本確認書に記入いただいた個人情報について、主催者は、厳正なる管理のもとに保管し、参加者の健康状態の把握、来場可否の判断および必要なご連絡のためにの
み利用します。また、個人情報保護法等の法令において認められる場合を除き、ご本人の同意を得ずに第三者に提供いたしません。但し、本会場内にて感染症患者ま
たはその疑いのある方が発見された場合に、必要な範囲で保健所等に提供することがあります。

＜基本情報＞ ＜確認日＞

主催者 尾道青年会議所
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携帯番号 本日の
体　温

携帯番号 本日の
体　温

携帯番号

97 ℃ 129 ℃ 160

98 ℃ 130 ℃ 161

99 ℃ 131 ℃ 162

100 ℃ 132 ℃ 163

101 ℃ 133 ℃ 164

102 ℃ 134 ℃ 165

103 ℃ 135 ℃ 166

104 ℃ 136 ℃ 167

105 ℃ 137 ℃ 168

106 ℃ 138 ℃ 169

107 ℃ 139 ℃ 170

108 ℃ 140 ℃ 171

109 ℃ 141 ℃ 172

110 ℃ 142 ℃ 173

111 ℃ 143 ℃ 174

112 ℃ 144 ℃ 175

113 ℃ 145 ℃ 176

114 ℃ 146 ℃ 177

115 ℃ 147 ℃ 178

116 ℃ 148 ℃ 179

117 ℃ 149 ℃ 180

118 ℃ 150 ℃ 181

119 ℃ 151 ℃ 182

120 ℃ 152 ℃ 183

121 ℃ 153 ℃ 184

122 ℃ 154 ℃ 185

123 ℃ 155 ℃ 186

124 ℃ 156 ℃ 187

125 ℃ 157 ℃ 188

126 ℃ 158 ℃ 189

127 ℃ 159 ℃ 190

128 ℃ 160 ℃ 191

＜事業開催日の健康状態＞　　（参加者すべて記入すること）

名　前 名　前 名　前
本日の
体　温

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃
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9-34



9-35



10-1



10-2



10-3



10-4



10-5



10-6



10-7



10-8



11-1



11-2



11-3



11-4



11-5



11-6



12-1



12-2

第１２回理事会　　２０２１年　１２月　６日
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12-4



12-5



12-6



13-1



13-2

第１２回理事会　　２０２１年　１２月　６日
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14-2

第１２回理事会　　２０２１年　１２月　６日
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15-1



15-2

第１２回理事会　　２０２１年　１２月　６日
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15-4


